
○きれいな水を未来へ残そう！　○健康医療ゾーン基本協定の締結
○まちなか活性化プラン　○年に一度は受診しましょう
○お気軽に相談ください　民生委員・児童委員

事前の準備が災害から身を守ります事前の準備が災害から身を守ります

○きれいな水を未来へ残そう！　○健康医療ゾーン基本協定の締結
○まちなか活性化プラン　○年に一度は受診しましょう
○お気軽に相談ください　民生委員・児童委員
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本
市
で
は
、
昨
年
７
月
に
西
岳
・
山
田
地
区
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
今
年
の
１
月
に
は
新
燃
岳
の
噴
火
に
伴
い
農
作
物
や
家

屋
な
ど
に
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
を
襲
っ
た
大
地
震
は
未
曽
有

の
被
害
を
出
し
て
い
ま
す
。

自
然
が
猛
威
を
振
る
う
今
こ
そ
、
日
頃
か
ら
大
雨
や
台
風
、
地
震
な
ど
に
対
す
る
防

災
へ
の
心
構
え
を
持
ち
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
へ
備
え
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

☎
23‒
２
１
２
９

事
前
の
準
備
が

災
害
か
ら
身
を

守
り
ま
す

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
な
ど
雨
の
多

い
時
期
を
迎
え
ま
す
。
特
に
降
灰
の
多

か
っ
た
西
岳
・
山
田
地
区
は
、
例
年
に

比
べ
土
石
流
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
土
石
流
災
害
か
ら
地
域
住

民
の
生
命
を
守
る
た
め
、
危
機
管
理
課

内
に
新
た
に
新
燃
岳
対
策
監
を
置
く
と

と
も
に
担
当
職
員
を
増
員
し
、
防
災
体

制
を
強
化
し
ま
し
た
。
土
石
流
の
発
生

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
地
域
住
民

の
生
命
を
第
一
に
考
え
、
避
難
情
報
を

発
表
し
ま
す
。

　

梅
雨
の
季
節
を
迎
え
、
今
後
さ
ら
に

災
害
へ
の
警
戒
が
必
要
で
す
。
意
識
的

に
避
難
情
報
や
天
気
予
報
に
気
を
配
り
、

冷
静
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
燃
岳
降
灰
に
伴
う
西
岳
・
山
田
地

区
避
難
勧
告
発
令
基
準（4

月
20
日
現
在
）

１
時
間
10
㍉
以
上
の
雨
量
が

予
想
さ
れ
る
と
き

※
避
難
勧
告
を
発
令
す
る
前
に
原
則

避
難
準
備
情
報
を
発
表
し
ま
す
。

決
定
は
、
気
象
台
や
民
間
の
気
象

情
報
会
社
な
ど
の
予
想
デ
ー
タ
や

現
地
の
河
川
の
状
況
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
て
行
い
ま
す

市
民
の
生
命
を
第
一
に
考
え

避
難
情
報
を
発
表
し
ま
す
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早
め
の
情
報
収
集
が

被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
す

　

正
し
い
情
報
を
事
前
に
、
そ
し
て
い

ち
早
く
取
得
す
る
こ
と
が
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
ま
す
。

　

市
で
は
、
自
然
災
害
が
予
測
さ
れ
る

と
き
は
、
広
報
車
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
防
災
情
報
）、
宮

崎
県
防
災
・
防
犯
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ

ー
ビ
ス
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
デ
ジ
タ

ル
１
１
１
、１
１
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
）、
ラ

ジ
オ
（
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
都
城
76
・
４
メ
ガ

ヘ
ル
ツ
）
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

避
難
所
の
地
図
や
開
設
状
況
、
河
川
の

水
位
、
交
通
規
制
や
通
行
止
め
な
ど
の

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
情
報

収
集
に
活
用
く
だ
さ
い
。

■
昨
年
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害

　

昨
年
７
月
３
日
に
起
き
た
集
中
豪
雨

で
は
１
時
間
当
た
り
１
３
４
㍉
の
大
雨

を
記
録
し
ま
し
た
。
市
内
で
は
死
者
１

人
、
全
半
壊
家
屋
４
棟
、
床
上
床
下
浸

水
83
棟
な
ど
人
命
や
住
宅
な
ど
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
、
被
害
総
額
は
約

44
億
６
千
万
円
に
も
上
り
ま
し
た
。

■
土
砂
災
害
に
備
え
て

　

崖
崩
れ
・
土
石
流
・
地
す
べ
り
な
ど

の
土
砂
災
害
は
、
一
瞬
で
人
命
を
奪
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
燃
岳
噴

火
に
伴
う
降
灰
で
、
小
雨
で
あ
っ
て
も

土
石
流
が
起
き
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

土
砂
災
害
危
険
箇
所
で
は
、
早
め
の
避

難
が
一
番
大
切
で
す
。
近
く
の
指
定
さ

れ
た
避
難
所
や
安
全
な
場
所
に
早
め
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

■
土
砂
災
害
の
前
触
れ

　

人
的
被
害
を
出
さ
な
い
た
め
に
は
早

め
の
避
難
が
重
要
で
す
。も
し
在
宅
中
、

裏
山
な
ど
の
土
砂
災
害
の
前
触
れ
に
気

付
い
た
場
合
は
、
直
ち
に
安
全
な
場
所

へ
避
難
を
し
て
、
市
役
所
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

土
石
流　

前
兆
と
し
て
山
鳴
り
や
立
木

の
裂
け
る
音
、
石
の
ぶ
つ
か
り
合
う
音

が
聞
こ
え
ま
す
。
雨
が
降
り
続
い
て
い

る
の
に
、
川
の
水
位
が
下
が
り
、
川
の

水
が
急
に
濁
り
流
木
が
混
ざ
り
は
じ
め

ま
す
。
土
臭
い
に
お
い
が
し
ま
す

崖
崩
れ　

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
ま

す
。
沢
や
井
戸
の
水
が
濁
り
、
斜
面
か

ら
水
が
噴
き
出
し
ま
す

地
す
べ
り　

崖
か
ら
の
水
が
濁
っ
た

り
、
崖
に
亀
裂
が
入
っ
た
り
し
ま
す
。

小
石
が
ぱ
ら
ぱ
ら
と
落
ち
て
き
ま
す

■
避
難
情
報
は
三
段
階

避
難
準
備
情
報
（
第
一
段
階
）

豪
雨
や
台
風
が
接
近
し
危
険
な
状
態

が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
発
表
し
ま
す
。

こ
の
際
「
貴
重
品
や
飲
食
物
を
準
備

し
て
、
早
め
の
避
難
を
し
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
指
定
さ
れ
た
避
難
所
へ
早
め
に

避
難
を
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　

⇦

避
難
勧
告
（
第
二
段
階
）

 

災
害
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に

発
令
し
ま
す
。
こ
の
際
「
危
険
な
状

態
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
速
や

か
に
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
避
難

勧
告
が
発
令
さ
れ
た
地
域
の
人
は
指

定
さ
れ
た
避
難
所
へ
避
難
を
し
ま
し

ょ
う

　
　
　
　

⇦

避
難
指
示
（
第
三
段
階
）

さ
ら
に
危
険
が
切
迫
し
た
場
合
に
発

令
し
ま
す
。
こ
の
際
「
危
険
で
す
。

直
ち
に
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
も

し
、
指
定
さ
れ
た
避
難
所
へ
避
難
す

る
余
裕
が
な
け
れ
ば
、
近
隣
の
安
全

な
場
所
へ
避
難
す
る
な
ど
、
命
を
守

る
行
動
を
取
っ
て
く
だ
さ
い

事前の準備が災害から身を守ります》》》》》

事前に災害に

備えましょう！
■防災マップを再度、確認
　市では市内全世帯に防災マップを配
布しています。防災マップは、河川の
氾濫や土砂災害などの自然災害による
被害を予測し、その被害範囲を地図上
に示しています。
　日頃から避難所の
位置や、危険箇所を
把握し、いざという
時に冷静に行動でき
るようにしましょう。

■宮崎県防災・防犯情報
　メールサービスに登録
　宮崎県では、気象情報や避難勧告・
指示の発令状況などの各種防災情報、
および防犯情報などをメールでお知ら
せするシステムを運用しています。　
ぜひ、この機会に登録をお願いします。
　登録方法は携帯電話またはパソコン
からhttps: // www. fastalarm.jp/miya
zaki/に直接アクセス
するか、右のQRコー
ドをバーコードリー
ダーで読み取ってア
クセスし、登録して
ください。
※免責事項に留意の上、登録をお願いします
◎問い合わせ
　県危機管理課　☎ 0985-26-7066
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地
域
を
守
る

自
主
防
災
組
織

　

新
燃
岳
の
麓
に
あ
る
夏
尾
小
学
校

で
３
月
29
日
、
防
災
に
学
ぶ
講
演
会

が
開
か
れ
、
被
害
が
最
も
激
し
か
っ

た
西
岳
地
区
や
山
田
町
の
住
民
ら
、

約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

内
閣
府
の
火
山
防
災
専
門
家
の
池

谷
浩
さ
ん
が
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を

使
っ
て
火
山
災
害
の
特
徴
や
土
石
流

発
生
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
講
演
。

土
石
流
は
秒
速
10
㍍
以
上
の
速
度
で

流
れ
下
り
、
発
生
し
て
か
ら
逃
げ
始

め
て
も
間
に
合
わ
な
い
と
そ
の
危
険

性
を
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
万

人
以
上
の
死
者
が
出
た
海
外
で
の
火

山
泥
流
被
害
を
例
に
「
避
難
は
ば
か

ば
か
し
い
と
考
え
ず
、
大
変
だ
が
、

逃
げ
る
勇
気
を
持
と
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
池
谷
さ
ん
は
災
害
対
策

は
誰
か
が
や
る
の
で
は
な
く
、
行
政

や
住
民
、
専
門
家
が
一
緒
に
な
っ
て
、

み
ん
な
で
や
る
も
の
と
訴
え
た
ほ
か

「
霧
島
山
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
恩
恵
を

受
け
て
き
た
。
け
し
か
ら
ん
と
い
う

気
持
ち
に
な
ら
ず
に
、
共
存
し
て
い

く
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
を
聴
い
た
住
民
か
ら
は
砂
防

ダ
ム
の
し
ゅ
ん
せ
つ
や
危
険
地
域
の

情
報
が
欲
し
い
な
ど
の
要
望
が
出
さ

れ
、
国
や
県
、
市
が
連
携
し
て
今
後

も
土
石
流
対
策
を
行
う
こ
と
を
説
明

し
ま
し
た
。

　

降
雨
の
た
び
に
不
安
を
抱
く
地
域

住
民
に
と
っ
て
、
災
害
か
ら
身
を
守

る
対
策
を
学
ぶ
大
切
な
１
日
と
な
り

ま
し
た
。

新
燃
岳
の
噴
火
に
伴
い
開
催
さ
れ
た

住
民
説
明
会
。

過
去
の
火
山
泥
流
災
害
か
ら

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

住
民
が
互
い
に
協
力
し
て
、
地
域
の

安
全
を
守
る
組
織
が「
自
主
防
災
組
織
」

で
す
。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
は
津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
自
治
体
機
能
の
す

べ
て
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
町
村
が
あ
る
な

ど
甚
大
な
も
の
で
し
た
。

　

今
回
の
震
災
で
も
、
行
政
や
消
防
な

ど
の
公
共
機
関
が
災
害
対
策
に
時
間
を

要
し
十
分
に
対
応
が
で
き
な
か
っ
た
中
、

相
互
扶
助
の
精
神
の
下
、
地
域
の
実
情

を
知
る
自
主
防
災
組
織
の
活
動
は
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
に
は
３
０
２
あ
る
自
治

公
民
館
の
中
で
１
９
１
の
自
主
防
災
組

織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
自
主
防
災
組
織
は
、
身
近

な
情
報
や
市
役
所
な
ど
か
ら
の
伝
達
事

項
を
い
ち
早
く
地
域
住
民
に
知
ら
せ
た

り
、
災
害
の
状
況
に
応
じ
て
的
確
に
地

域
住
民
を
避
難
さ
せ
た
り
す
る
活
動
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
区
ご
と
の
避
難

場
所
や
災
害
時
要
援
護
者
な
ど
を
ま
と

め
た
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
組

織
も
あ
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
活
動
の
基
本
は
、「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
意
識
。
地
域
住
民
が
、
日
頃
か

ら
声
を
掛
け
合
う
な
ど
、
お
互
い
に
助

け
合
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
を
つ
く
っ

て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

災
害
に
強
い
地
域
を
築
く
住
民
の
結
束

◎
公
民
館
単
位
で
活
動
す
る
「
自
主
防
災
組
織
」
が
果
た
す
役
割

自
主
防
災

自
主
防
災

自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る

個
人
だ
け
で
は
解
決
が
困
難
な
こ
と
を
自
主
防
災
組

織
や
地
域
の
人
と
協
力
し
て
克
服
す
る
こ
と

自
分
や
家
族
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
。
そ
の
た
め

に
は
、
災
害
を
正
し
く
理
解
し
、
事
前
の
準
備
が
必

要
で
す

自
助

共
助

誰
か
が

で

行
政

！

逃
げ
る

勇
気
を
持
と
う
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施設の名称 所在地 連絡先
中央公民館 姫城町7-8 ☎24-5969
総合社会福祉センター 松元町4-17 ☎25-2123
小松原地区公民館 大王町29‒6 ☎24-1900
東小学校 上東町11-20 ☎22-3481
祝吉地区公民館 郡元一丁目1-4 ☎23-2890
水道局 下川東三丁目3235 ☎23-4510
早水公園体育文化センター 早水町3867 ☎24-6454
五十市地区公民館 南鷹尾町29‒5 ☎23-2184
長寿館 鷹尾三丁目4523-2 ☎26-0114
横市地区公民館 南横市町3925-3 ☎25-2257
勤労身体障害者
教養文化体育施設
（サン・アビリティーズ都城）

都原町3369 ☎25-2018

沖水地区公民館 太郎坊町1839-1 ☎38-1033
志和池地区公民館 上水流町1536 ☎36-0519
乙房小学校 乙房町1707 ☎37-0706
庄内地区公民館 庄内町12692 ☎37-0888
吉之元小学校 吉之元町4518 ☎33-1800
西岳地区体育館 高野町2916 ‒
旧夏尾保育児童館 夏尾町5430-2 ‒
西岳小学校 美川町2928 ☎33-1602
西岳中学校 美川町2927 ☎33-1601
夏尾小学校 夏尾町6644 ☎33-1802
梅北小学校 梅北町4687 ☎39-4195
中郷地区市民交流センター 安久町6623 ☎39-0121
永野営農研修館 山之口町山之口1539-4 ☎57-4220
山之口多目的研修センター 山之口町山之口3261-3 ☎57-3377
山之口勤労福祉センター 山之口町花木1934-1 ☎57-3111
高城原ふれあいスポーツ館 高城町大井手2025-1 ‒
高城勤労青少年ホーム 高城町桜木1962 ☎58-4887
高城老人福祉館 高城町穂満坊303-2 ☎58-3279
高城運動公園総合体育館 高城町穂満坊2492 ☎58-5514
石山体育センター 高城町石山1109-3 ☎58-5511
高城農村環境改善センター 高城町有水2986-1 ☎59-9955
高城多目的研修集会施設 高城町四家1131-3 ☎55-1144
山田総合福祉センター
（けねじゅ苑） 山田町山田4319-2 ☎64-2200

縄瀬地区活性化センター 高崎町縄瀬1823-3 ☎62-0319
笛水児童館 高崎町笛水949-4 ☎62-0539
高崎福祉保健センター 高崎町大牟田1340-3 ☎62-4411

■都城市の指定避難所「一次避難所」

※一次避難所は、台風など段階的に災害の発生が予測さ
れる場合に、優先して開設する避難所です。二次避難
所については、市のホームページや防災マップで確認
してください

①
避
難
者
情
報
の
登
録

各
避
難
所
の
担
当
者
か
ら
配
ら
れ
る

避
難
者
カ
ー
ド
に
、
必
要
事
項
を
家

族
単
位
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
避
難
所
運
営
へ
の
協
力

避
難
所
は
、
地
域
の
人
み
ん
な
で
利

用
す
る
防
災
拠
点
で
す
。
避
難
生
活

が
長
期
に
な
る
場
合
は
、
配
食
当
番

な
ど
に
参
加
し
て
避
難
所
運
営
に
協

力
し
ま
し
ょ
う
。

③
事
務
室
な
ど
の
利
用
制
限

事
務
室
や
調
理
室
な
ど
、
避
難
者
み

ん
な
が
利
用
す
る
部
屋
は
、
個
人
的

な
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

④
食
料
や
物
資
の
配
給

【
風
水
害
の
場
合
】

●
１
晩
程
度
の
避
難
の
場
合
は
、
自
分

で
食
料
（
３
食
分
程
度
）
や
毛
布
、

タ
オ
ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

●
避
難
生
活
が
長
時
間
に
及
ぶ
場
合
、

ま
た
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
が
発
令

さ
れ
た
地
区
に
つ
い
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
市
が
非
常
食
や
物
資
を
準
備

し
ま
す

【
突
然
の
地
震
・
火
山
災
害
の
場
合
】

●
生
活
物
資
は
避
難
し
て
い
る
家
族
ご

と
に
配
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
全
員

に
配
給
で
き
る
準
備
が
整
う
ま
で
は

配
給
し
ま
せ
ん

⑤
仮
設
公
衆
電
話
な
ど
の
利
用

仮
設
の
公
衆
電
話
な
ど
が
設
置
さ
れ

た
場
合
、
緊
急
性
の
高
い
用
件
の
み

と
し
ま
す
。
災
害
時
は
電
話
回
線
が

込
み
合
う
た
め
、
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な

ど
の
活
用
も
お
願
い
し
ま
す
。

⑥
ペ
ッ
ト
の
持
ち
込
み
禁
止

地
域
の
人
み
ん
な
で
利
用
す
る
た

め
、
ペ
ッ
ト
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

⑦
飲
酒
や
喫
煙
の
制
限

所
定
の
場
所
以
外
で
の
、
飲
酒
や
喫

煙
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
火
災
防

止
の
た
め
、た
き
火
は
で
き
ま
せ
ん
。

守ろう！

のルール
避 難 所 生 活

避難所では、さまざまな人が寄り添って生活します。
次の７つのルールを守り、少しでも過ごしやすい
環境となるようお互いに協力しましょう。

事前の準備が災害から身を守ります》》》》》
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洗
面
所
な
ど
の
生
活
排
水
や
工
場
排
水

を
、
終
末
処
理
場
で
き
れ
い
な
水
に
処

理
す
る
の
で
、
河
川
の
汚
れ
を
防
止
し

ま
す
。

②
ま
ち
の
環
境
を
改
善
し
ま
す

　

生
活
排
水
や
工
場
排
水
が
道
路
側
溝

に
流
れ
な
く
な
る
の
で
、
悪
臭
が
な
く

な
り
ハ
エ
や
蚊
の
発
生
を
抑
え
ら
れ
生

活
環
境
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
新
し
く
下
水
道
の
供
用
が
開

始
さ
れ
た
区
域
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
該
当
地
区
に
在
住
の
皆
さ
ん
は
下

水
道
へ
の
速
や
か
な
接
続
に
協
力
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
す
で
に
供
用
区
域
に
在

住
の
人
で
未
接
続
の
皆
さ
ん
も
接
続
に

協
力
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で
に

下
水
道
供
用
開
始
さ
れ
た
区
域

（
平
成
22
年
度
下
水
道
工
事
完
成
区
域
）

●
都
城
処
理
区

鷹
尾
四
丁
目
、
南
鷹
尾
町
、
都
島
町
、

久
保
原
町
、
上
長
飯
町
、
一
万
城
町
、

広
原
町
、
早
水
町
、
郡
元
四
丁
目
、

吉
尾
町
、
都
北
町
の
各
一
部

●
高
崎
処
理
区

高
崎
町
大
牟
田
の
一
部

平
成
23
年
度
公
共
下
水
道
工
事
予
定
箇
所

●
都
城
処
理
区

一
万
城
町
、
広
原
町
、
立
野
町
、
早

水
町
、
志
比
田
町
の
各
一
部

●
高
崎
処
理
区

高
崎
町
大
牟
田
の
一
部

接
続
す
る
と
き
は
指
定
工
事
店
で

　

接
続
す
る
と
き
は
、必
ず
市
の
指
定

工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。指
定

工
事
店
は
、後
で
不
具
合
が
生
じ
な
い

よ
う
に
排
水
設
備
の
構
造
な
ど
、細
か

い
点
ま
で
市
の
指
導
を
受
け
て
い
て
、

そ
の
後
の
融
資
申
請
を
含
む
す
べ
て
の

手
続
き
を
行
い
ま
す
。な
お
、指
定
工
事

店
以
外
で
工
事
を
行
う
と
違
反
工
事
に

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課　

☎
23‒

５
９
２
１

　

各
総
合
支
所
建
設
課

下
水
道
に
接
続
し
て

河
川
環
境
を
改
善
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
18
年
1
月
の
合
併
に
よ
っ
て
本

市
下
水
道
処
理
区
は
6
つ
と
な
り
、
現

在
、
処
理
面
積
は
2
、
1
4
8
・
8
㌶
、

処
理
人
口
は
6
万
8
、
2
1
5
人
と

な
っ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
下
水
道
に
接

続
し
て
い
る
割
合
は
約
77
㌫
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

河
川
の
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、
区

域
内
全
員
の
加
入
が
必
要
で
す
。
下
水

道
に
接
続
し
て
河
川
環
境
を
改
善
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
の
役
割

①
川
の
汚
れ
を
防
ぎ
ま
す

　

家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所
、
風
呂
場
、

未
来
へ
残
そ
う
！

き
れ
い
な

水水
を

大
淀
川
は
平
成
21
年
の
水
質
ラ
ン
キ
ン
グ
で

九
州
の
一
級
河
川
26
河
川
中
23
位
で
あ
り
、

決
し
て
よ
い
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

限
り
あ
る
資
源
を
残
す
た
め
に

大
淀
川
流
域
の
市
町
村
が
一
体
と
な
り
、

河
川
浄
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
を
も
う
一
度
考
え
、

限
り
あ
る
資
源
で
あ
る
水
を

未
来
へ
残
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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地
下
水
を
守
る
た
め
に

で
き
る
こ
と

　

路
面
舗
装
や
排
水
設
備
が
整
え
ら
れ
、

環
境
面
で
は
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
一
方
で
は
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
が
増
え
、
雨
水
が
地
下
に
浸
透

し
な
い
ま
ま
河
川
に
一
気
に
流
れ
る
こ

と
に
な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
、
地

雨水貯留槽を設置すると…
●雨水の活用により、水の節約になります
●雨水を一時貯留し、河川への負担を軽減します

雨水浸透施設を
設置すると…
●雨水を地中に戻し、自然環
境を保全します
●雨水の流出を抑え、浸水被
害を軽減します

下水道が使えるようになったら
●下水道へ切り替える際に、現在使用している単独・合
併浄化槽を雨水貯留施設に転用できます

エコキュート導入で不要と
なった電気温水器も雨水
貯留に転用できます

雨どい取り付け型

貯留施設

浸透施設

浸透升

浸透トレンチ

浄化槽を転用した雨水利用システム
雨水

雨どい

旧排水升
マンホール

ポンプ

逆止弁

雨水升

蛇口

浄化槽タンク

満水時のオーバー
フロー雨水

隔壁も撤去する

下
水
資
源
へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
、
私
た
ち
の
貴

重
な
財
産
で
あ
る
地
下
水
を
将
来
に
わ

た
っ
て
守
っ
て
い
く
た
め
、
雨
水
貯
留

施
設
（
雨
水
貯
留
槽
な
ど
）
お
よ
び
小

規
模
雨
水
浸
透
施
設
（
雨
水
浸
透
升
な

ど
）
を
設
置
す
る
人
に
対
し
て
、
設
置

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

井
戸
水
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

硝
酸
態
窒
素
濃
度
水
質
検
査（
無
料
）

　

市
で
は
、
井
戸
の
硝
酸
態
窒
素

濃
度
の
水
質
検
査
を
年
2
回
継
続

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

浅
い
井
戸
の
調
査
に
よ
る
と
、

基
準
値
を
超
え
た
井
戸
は
徐
々
に

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
現

在
で
も
基
準
値
を
超
え
て
い
る
浅

い
井
戸
が
あ
り
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
森
林
保
全
課
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
検

査
を
継
続
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

※
硝
酸
態
窒
素
は
一
般
細
菌
や
大

腸
菌
な
ど
と
は
違
い
、
煮
沸
し

て
も
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん

雨
水
貯
留
施
設
へ
の
補
助

　

雨
水
貯
留
施
設
は
、
容
量
1
0
0

㍑
以
上
の
雨
水
を
貯
留
で
き
る
簡
易
な

施
設
で
、
流
入
前
の
ご
み
取
り
装
置
、

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
な
ど
を
備
え
て

い
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
者
・
地
域　

市
内
に
在
住

し
て
い
る
人
（
個
人
の
み
）、
市
内
全

域●
補
助
金
額　

設
置
工
事
に
要
し
た
費

用
の
3
分
の
1
（
上
限
3
万
円
）
で
、

設
置
基
数
は
1
戸
に
つ
き
1
基

※
補
助
基
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

受
け
付
け
は
先
着
順
で
す
の
で
早
め

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
補
助
を
受

け
た
い
人
は
、
設
置
工
事
の
前
に
森

林
保
全
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
問
い
合
わ
せ

　

森
林
保
全
課　

☎
23‒

２
１
５
２

 

雨
水
を
利
用
し
て
野
菜
や

　
　
　

花
を
育
て
て
い
ま
す

　
　
　
　

西　

直
孝
さ
ん
（
上
川
東
二
丁
目
）

　

　

父
が
作
っ
て
い
た
畑
を
受
け
継
ぎ
、

野
菜
や
花
を
育
て
て
い
ま
す
。
畑
に
必

要
な
水
を
確
保
す
る
た
め
に
、
不
要
に

な
っ
た
電
気
温
水
器
を
再
利
用
し
、
貯

留
施
設
を
作
り
ま
し
た
。
配
管
な
ど
は

す
べ
て
自
分
で
つ
く
り
、
砂
や
灰
が
流

れ
込
ま
な
い
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

雨
水
を
使
う
と
、
土
壌
に
も
優
し
く
お

い
し
い
野
菜
が
で
き
、
息
子
夫
婦
も
喜

ん
で
食
べ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
水
の
利

用
が
多
い
夏
に
向
け
て
、
も
う
一
基
増

や
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

雨どい取り付け型の
雨水貯留施設

不要となった不要となった
電気温水器転用電気温水器転用
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サ
ブ
シ
テ
ィ
構
想
に
基
づ
く
「
健
康

医
療
ゾ
ー
ン
」
に
つ
い
て
、
市
は
こ
れ

ま
で
三
股
町
お
よ
び
医
師
会
と
共
同
で

検
討
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

１
月
に
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
踏
ま
え
て
基
本
計
画
を
策
定
。
こ

の
計
画
に
基
づ
き
、
３
月
30
日
に
三
股

町
お
よ
び
医
師
会
と
「
都
城
地
域
健
康

医
療
ゾ
ー
ン
の
整
備
に
関
す
る
基
本
協

「
都
城
地
域
健
康
医
療
ゾ
ー
ン
の
整
備
に
関
す
る
基
本
協
定
書
」

項目

①設計業務

②造成工事

③建設工事

④外構工事

⑤開院準備

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

（都城地域健康医療ゾーン整備基本構想・基本計画より）

開院開院準備

外構工事

建設工事

関連工事造成工事造成設計

建築設計

健
康
医
療
ゾ
ー
ン 
事
業
工
程

★
基
本
計
画
策
定
：
平
成
21
〜
22
年
度

 

(

平
成
23
年
3
月
策
定)

★
土
地
利
用
調
整
：
平
成
22
〜
23
年
度

①
設
計
業
務
：
建
築
設
計

 

           

平
成
23
〜
24
年
度

②
造
成
工
事
：

 

造
成
設
計
：
平
成
22
〜
23
年
度

 

造
成
工
事
：
平
成
23
〜
24
年
度

③
建
設
工
事
：
平
成
24
〜
25
年
度

④
外
構
工
事
：
平
成
25
〜
26
年
度

⑤
開
院
準
備
：
平
成
25
〜
26
年
度

★
開
院 
 

：
平
成
26
年
度
中

◎
問
い
合
わ
せ　

経
営
戦
略
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23‒

２
１
１
５

都
城
市
長　

長
峯　

誠

　

基
本
計
画
の
策
定
・
基
本
協
定
の

締
結
と
い
う
こ
と
で
、
一
番
大
き
な

課
題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
関
係
機
関
が
心
を
一

つ
に
し
て
、
都
城
圏
域
の
住
民
の
命

と
健
康
を
守
る
地
域
医
療
体
制
を
し

っ
か
り
築
き
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

三
股
町
長　

木
佐
貫　

辰
生

　

今
回
の
移
転
に
よ
り
、
本
町
に
お
い

て
も
救
急
搬
送
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
町

民
の
安
心
・
安
全
を
担
保
す
る
生
活
機

能
の
強
化
と
し
て
心
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。「
消
防
・
救
急
」
の
施
策
分
野

は
非
常
に
町
民
の
関
心
が
高
い
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
回
の
整
備
に
関
し
ま
し
て

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

都
城
市
北
諸
県
郡
医
師
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
田　

康
則

　

昭
和
60
年
の
開
設
以
来
、
諸
先
輩

方
よ
り
引
き
継
い
だ
３
施
設
を
健
康

医
療
ゾ
ー
ン
と
し
て
整
備
し
、
次
の

世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
と
い
う
こ

と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
す
。
開

院
に
向
け
て
、
三
者
で
協
力
し
て
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

定
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
都
城
市
と
三
股
町
、

医
師
会
の
三
者
が
健
康
医
療
ゾ
ー
ン
の

整
備
に
関
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て
合

意
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
広
域
医
療
圏
の
中
核
的
医
療

施
設
と
し
て
市
郡
医
師
会
病
院
や
救
急

医
療
セ
ン
タ
ー
、
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
３
施
設
を
一
体
的
に
移
転
整
備

す
る
と
と
も
に
、
医
師
の
確
保
や
設
備

面
の
充
実
な
ど
、
行
政
と
医
師
会
が
総

力
を
挙
げ
て
医
療
提
供
体
制
の
向
上
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

締
結
に
寄
せ
て
〜
各
団
体
長
の
コ
メ
ン
ト
〜

●開院までの全体工程
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多
く
の
人
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
く
、

に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
中
心
市
街
地
を
目

指
す
た
め
、「
都
城
市
ま
ち
な
か
活
性

化
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後

の
中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
方

針
・
施
策
を
定
め
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

商
業
観
光
課

☎
23‒

２
９
８
３

活
性
化
の
方
針

　

本
市
の
中
心
市
街
地
の
道
路
や
公
園

な
ど
の
都
市
基
盤
施
設
は
ほ
ぼ
整
っ
た

状
態
で
す
が
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

を
指
し
示
す
指
標
は
依
然
と
し
て
低
迷

し
て
い
ま
す
。（
小
売
販
売
額
、
人
口

の
減
少
、
空
き
店
舗
率
の
上
昇
な
ど
）

　

今
後
は
、
市
民
が
主
役
と
な
り
、
都

市
機
能
を
最
大
限
に
活
用
す
る
ソ
フ
ト

的
施
策
や
多
様
な
機
能
連
携
を
積
極
的

に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
に

蓄
積
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
・
文
化
的
資

源
や
現
在
あ
る
施
設
な
ど
を
有
効
活
用

し
た
地
域
住
民
の
自
主
的
で
自
立
的
な

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

活
性
化
に
向
け
た
施
策

　

今
後
の
中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
ご
と
に
具
体
的
施
策

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

〜
「
連
携
」と「
協
働
」で
市
民
が
い
き
い
き
と
活
動
・

　
　
交
流
す
る
ま
ち
な
か（
中
心
市
街
地
）を
目
指
し
て
〜

都
城
市
ま
ち
な
か
活
性
化
プ
ラ
ン
策
定

●来る人にやさしいまちづくり支援
　・まちなか駐車場利用促進事業
●情報を共有するまちづくり支援
　・ランドオーナー会議設置支援事業
　・まちなか情報発信支援事業
●食と物産のまちづくり支援
　・物産館整備支援事業

●連携したまちづくり支援
　・まちなか機能連携支援事業
　・高等教育機関等連携事業
●住みたいまちづくり支援
　・まちなか居住支援事業

目標年次
平成 27年度（平成 23年度～平成 27年度　計画期間：5年間）

コンセプト
まちなか活性化の基本的な考え方

市民主導の多様な機能連携に
よるまちなかにぎわいづくり

まちなか活性化に
向けた全体の目標

まちなか活性化の目標

市民が主役でいきいきと
活動・交流するまち

多様な連携や協働を
軸に相乗効果を生み
出すまち

地域の特色（都城らしさ）、
まちなかの資源を活用した
まち

●便利で楽しいまちづくり支援
　・まちなか起業支援事業
　・まちなか広場支援事業
　・レンタサイクル支援事業
　・まちなか交通網社会実験事業
　・まちづくりコーディネーター
　　設置支援事業
　・コミュニティビジネス支援事業
　・フロンティアイベント支援事業
●人が元気なまちづくり支援
　・まちなか人材育成支援事業

目標 1

目標 2 目標 3
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●
対
象
者　

実
施
年
度
内
の
日
帰
り
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
人

※
歯
周
疾
患
検
診
の
み
の
受
診
は
で
き

ま
せ
ん

●
定
員　

１
０
０
人

●
受
診
期
間　

７
月
１
日
㈮
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
３
月
30
日
㈮

●
受
診
場
所　

歯
科
医
師
会
に
加
入
す

る
各
歯
科
医
療
機
関

●
自
己
負
担
額　

６
０
０
円

●
受
診
方
法　

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、

（
人
間
ド
ッ
ク
）
決
定
通
知
書
と
国
民

健
康
保
険
証
、
歯
周
疾
患
検
診
票
を
各

歯
科
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
出
し
、
各

自
受
診
し
て
く
だ
さ
い

22
歯
周
疾
患
検
診

年
に
一度
は

受
診
し
ま
し
ょ
う
！

●
対
象
者　

40
歳
〜
74
歳
（
昭
和
12
年

４
月
１
日
〜
47
年
３
月
31
日
生
）

※
４
月
１
日
か
ら
引
き
続
き
受
診
日
も

被
保
険
者
で
、
国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
が
な
い
人

●
定
員　

８
０
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
受
診
期
間　

７
月
１
日
㈮
〜　
　
　

平
成
24
年
２
月
29
日
㈬
の
指
定
日

●
受
診
場
所

都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

●
受
診
内
容　

診
察
、
身
体
計
測
、
眼

科
検
診
、
聴
力
検
査
、
呼
吸
器
検
査
、

循
環
器
検
査
、
消
化
器
検
査
、
腹
部

超
音
波
検
査
、
前
立
腺
検
査
（
男
性
）、

卵
巣
検
査
・
骨
密
度
（
女
性
）
ほ
か

●
自
己
負
担
額　

５
、０
０
０
円

●
申
し
込
み　

５
月
11
日
㈬
か
ら
電
話

で
保
険
年
金
課　

☎
23-

２
６
３
４

●
そ
の
他　

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
と
4

特
定
健
康
診
査
の
両
方
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん

11
日
帰
り

 　
　

人
間
ド
ッ
ク

●
対
象
者

〈
特
定
健
康
診
査
〉

40
歳
〜
74
歳
の
国
保
加
入
者

〈
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
〉

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加

入
者

●
受
診
期
間　

６
月
１
日
㈬
〜

　
　
　
　
　
　

10
月
31
日
㈪

●
受
診
場
所　

指
定
医
療
機
関

●
受
診
内
容　

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、

　

血
液
検
査
、
尿
検
査
ほ
か

※
健
診
結
果
に
応
じ
て
、
保
健
師
や
栄

養
士
が
特
定
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
別
途
通
知

●
受
診
方
法　

５
月
末
ま
で
に
特
定
健

康
診
査
受
診
券
お
よ
び
問
診
票
を
送
付

し
ま
す
。
問
診
票
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
受
診
券
と
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い

※
昨
年
の
健
診
結
果
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
受
診
時
に
持
参
く
だ
さ
い

44
特
定
・
後
期
高
齢
者

　

健
康
診
査（
無
料
）

●
対
象
者　

18
歳
〜
39
歳
（
昭
和
47
年

４
月
１
日
〜
平
成
６
年
３
月
31
日
生
）

※
４
月
１
日
か
ら
引
き
続
き
受
診
日
も

被
保
険
者
で
、国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
が
な
い
人

●
定
員　

１
５
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
受
診
期
間　

９
月
１
日
㈭
〜

　
　
　
　
　
　

11
月
30
日
㈬
の
指
定
日

●
受
診
場
所

都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

●
受
診
内
容

　

診
察

　

身
体
計
測

　

脂
質
検
査

　

肝
機
能
検
査

　

血
液
一
般

　

腎
機
能
検
査

　

糖
尿
病
検
査

●
自
己
負
担
額　

１
、５
０
０
円

●
申
し
込
み　

５
月
11
日
㈬
か
ら
電
話

で
保
険
年
金
課　

☎
23-

２
６
３
４

33
18
歳
〜
39
歳
の

　
　
　

健
康
診
査

◎問い合わせ
1～3に
関すること

保 険 年 金 課
☎ 23‒2634
4に関すること
健 康 課
☎ 23-2765

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
を

対
象
に
し
た
各
種
健
康
診
査
や
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
、

病
気
の
進
行
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
き
ま
す
。

年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
、

自
分
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

の
皆
さ
ん
へ
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平成７年から、民生委員・児童委員
を務める二見さんに、これまでの活
動などについてお聞きしました。

Q具体的にどのような活動をし
ていますか？

二見：一人暮らしの高齢者を訪問し
「元気ですか」と声を掛けたり、若
いお母さんたちの子育ての悩みを聞
いたりしています。最近は日常の生
活に困っているといった相談が多く、
市の関係課と連携を取っています。

Q委員の活動で、一番苦労し
ている点は何ですか？

二見：障がいのある人や認知症の
家族がいる人たちの生活の様子を知
ることが難しいです。どのようにして
気付いてあげるかが課題です。

委
員
の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
？

　

委
員
に
は
給
与
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
通
信
費
や
交
通
費
な
ど
の
経
費
と

し
て
月
額
９
、７
０
０
円
が
支
給
さ
れ

る
だ
け
で
、
事
実
上
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
自
主
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
そ
の
活
動
費
の
一
部
は
、
各

地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の

活
動
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
13
人
が
欠
員

適
任
者
の
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
定
数
は
全

体
で
３
４
８
人
で
す
が
、
現
在
13
人
の

欠
員
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

不
在
の
地
域
で
は
、
日
常
生
活
の
中

で
不
便
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
早
急
に
補
充
配
置
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
適
任
者
に

関
す
る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

１
社
会
調
査　

地
区
内
の
各
家
庭
を
訪

　

問
し
、
状
況
把
握
な
ど
を
行
い
ま
す

２
相
談
・
情
報
提
供　

援
助
を
必
要
と

　

す
る
人
の
た
め
に
、
生
活
に
関
す
る

　

相
談
に
応
じ
、
助
言
な
ど
を
行
う
ほ

　

か
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報

　

提
供
を
行
い
ま
す

３
生
活
支
援　

社
会
福
祉
事
業
者
な
ど

　

と
連
携
し
そ
の
活
動
を
支
援
し
ま
す

４
調
査
協
力　

福
祉
事
務
所
や
関
係
行

　

政
機
関
の
業
務
、
調
査
な
ど
に
協
力

　

し
ま
す

主
任
児
童
委
員
と
は
？

　

平
成
６
年
に
始
ま
っ
た
主
任
児
童
委

員
制
度
。
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
こ
と

を
専
門
的
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員

は
、
市
内
の
15
地
区
で
２
人
ず
つ
選
ば

れ
て
い
て
、
児
童
委
員
へ
の
活
動
支
援

や
関
係
機
関
と
児
童
委
員
と
の
連
絡
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

　

委
員
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
で
、
常

に
市
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ

る
と
と
も
に
、必
要
な
手
助
け
を
行
い
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
を
決
定
す
る
と
き
は
、
地
域
で

福
祉
活
動
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い

る
自
治
公
民
館
な
ど
が
候
補
者
を
推
薦

し
市
が
選
考
。
県
知
事
の
推
薦
を
経
て

特
別
職
の
地
方
公
務
員
と
し
て
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、
児
童
福
祉
法
に
よ
っ

て
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
る
た
め
、「
民

生
委
員
・
児
童
委
員
」
と
呼
ば
れ
、
子

ど
も
の
虐
待
に
も
目
を
配
る
な
ど
、
幅

広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
次
の
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

相談してみよう！民生委員
児童委員

地域の身近な相談役

地域福祉を支える仕組みとして全国に定着している民生委員・
児童委員制度。本市でも現在335人がそれぞれの地域で福
祉や子育てなどの悩みについて皆さんの相談相手となり、問
題解決へのお手伝いをしています。今回はそうした民生委員・
児童委員の活動を紹介します。
◎問い合わせ　福祉課　☎ 23   ‒2980

祝
吉
地
区
年
見
町

民
生
委
員
・
児
童
委
員

二
見
八
千
子
さ
ん

Interview

民生委員・児童委員

高齢者に関すること
10,471件（47.3％）

子どもに関すること
7,925件（35.8％）

障がい者に
関すること
1,261件（5.7％）

その他
2,480件（11.2％）

平成21年度に受けた
主な相談内容の内訳
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ま ちのの話 題

Ｗ
杯
の
ピ
ッ
チ
を
夢
見
て

Ｆ
Ｃ
東
京
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

３
月
21
日
高
城
運
動
公
園
多
目
的
広

場
で
Ｆ
Ｃ
東
京
コ
ー
チ
陣
に
よ
る
サ
ッ

カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
例
年
、
キ
ャ
ン
プ
期
間
中
に
開
催

さ
れ
て
い
る
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
。
今
年
は

新
燃
岳
の
噴
火
の
影
響
で
キ
ャ
ン
プ
自

体
が
中
止
に
な
り
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
Ｆ
Ｃ
東
京
側
の
好
意
に

よ
り
実
現
。
市
内
外
か
ら
17
チ
ー
ム

２
６
３
人
が
参
加
し
、
プ
ロ
の
コ
ー
チ

の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
当
日
は
、
途

中
か
ら
冷
た
い
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の

天
気
で
し
た
が
、
参
加
者
ら
は
元
気
に

パ
ス
の
練
習
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
に
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
心
に
環
境
と
い
う
木
を
植
樹

ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森
植
樹
会　

　

身
近
な
環
境
づ
く
り
を
通
し
て
自
然

の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
ど

ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森
植
樹
会
が
３

月
20
日
、
山
之
口
町
青
井
岳
国
有
林
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
９
年
に
始
ま
っ

た
ど
ん
ぐ
り
の
森
づ
く
り
も
今
年
で
15

年
目
。
照
葉
樹
の
森
を
再
生
し
よ
う
と

集
ま
っ
た
約
６
２
０
人
の
参
加
者
ら
は
、

植
樹
指
導
を
受
け
た
あ
と
、
イ
チ
イ
ガ

シ
や
ア
ラ
カ
シ
な
ど
１
万
４
、５
０
０
本

の
苗
を
植
樹
し
ま
し
た
。
祖
父
母
と
と

も
に
参
加
し
た
今
市
あ
い
り
ち
ゃ
ん（
志

布
志
市
、
４
歳
）
は
「
ど
ん
ぐ
り
の
木

が
大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
い
を

込
め
て
植
樹
し
て
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
福
を
呼
び
込
ん
で

さ
く
ら
福
男
・
福
女

　

桜
並
木
を
駆
け
抜
け
、
母
智
丘
神
社

の
本
殿
に
一
番
に
た
ど
り
着
い
た
人
を

今
年
の
福
男
と
福
女
に
決
め
る
さ
く
ら

福
男
・
福
女
が
３
月
26
日
、
桜
ま
つ
り

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

市
内
外
か
ら
13
歳
〜
58
歳
の
男
性
26

人
、
女
性
20
人
が
参
加
。
桜
並
木
を
抜

け
２
９
０
段
の
石
段
を
上
が
る
約
２
㌔

の
過
酷
な
コ
ー
ス
で
一
番
福
を
目
指
し

ま
し
た
。
２
回
目
の
参
加
で
３
位
に
入

っ
た
佐
藤
健
太
さ
ん
（
大
宰
府
市
）
は

「
昨
年
よ
り
順
位
を
上
げ
ら
れ
て
良
か

っ
た
。
来
年
こ
そ
は
福
男
を
目
指
し
た

い
」
と
早
く
も
来
年
の
レ
ー
ス
へ
の
意

気
込
み
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

無
心
で
挑
む
真
剣
な
ま
な
ざ
し

全
国
弓
道
大
会　

　

全
国
一
の
竹
弓
の
生
産
量
を
誇
る

｢

日
本
一
の
弓
の
ま
ち
都
城｣

を
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
と
都
城
弓
ま
つ
り
全
国
弓
道
大
会

が
３
月
26
日
と
27
日
の
２
日
間
、
早
水

公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
国
内
最
大
規
模
の
大
会
と
あ

っ
て
全
国
か
ら
２
４
０
４
人
、
７
４
０

チ
ー
ム
が
参
加
。
勝
敗
は
４
射
を
行
い

28
㍍
離
れ
た
的
に
的
中
し
た
本
数
で
決

ま
り
ま
す
。
選
手
ら
は
、
１
射
に
集
中

し
競
技
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。
杉
安
里

菜
さ
ん
（
鹿
児
島
市
）
は｢

最
初
の
２

本
は
外
し
た
け
ど
、
気
持
ち
を
切
り
替

え
た
お
か
げ
で
最
後
は
命
中
し
ま
し
た｣

と
笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。
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あ
な
た
の
子
育
て
を
お
手
伝
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
所
式

　

子
育
て
の
支
援
を
受
け
た
い
人
と
子

育
て
の
支
援
を
行
い
た
い
人
が
会
員
と

な
っ
て
相
互
に
助
け
合
う
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
が
４
月

１
日
、
総
合
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
３
月
か
ら
募
集
も
始
ま
り
、
す
で

に
85
人
が
会
員
と
し
て
登
録
。
開
所
に

当
た
り
長
峯
市
長
が
「
働
く
お
母
さ
ん

の
手
助
け
に
な
る
な
ど
、
子
育
て
の
一

つ
の
柱
と
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
開
所
式
の
後
に
は
、
オ

ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
も
行
わ
れ
、
記
念

演
奏
や
記
念
講
演
な
ど
に
約
80
人
が
参

加
し
て
、
同
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
を

祝
い
ま
し
た
。

後
世
へ
引
き
継
ぐ
平
和
へ
の
思
い

都
城
市
特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
慰
霊
祭

　

特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
慰
霊
祭
が
４
月

６
日
、
都
島
公
園
で
し
め
や
か
に
行
わ

れ
、
遺
族
や
戦
友
、
関
係
者
ら
約
３
３

０
人
が
、
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し

た
。
太
平
洋
戦
争
末
期
、
都
城
西
・
東

飛
行
場
か
ら
飛
び
立
ち
、
帰
ら
ぬ
人
と

な
っ
た
特
攻
隊
員
ら
を
悼
む
同
慰
霊
祭
。

慰
霊
碑
を
建
立
し
た
昭
和
52
年
か
ら
始

ま
り
35
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
遺
族
を

代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
末
永
圭
次
さ
ん

（
山
口
県
）
は
「
今
日
の
日
本
の
平
和

は
多
く
の
特
攻
隊
員
な
ど
の
犠
牲
の
上

に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
平
和
の
尊
さ
を

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
平
和

へ
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

春
風
に
乗
っ
て
心
ウ
キ
ウ
キ

さ
く
ら
フ
ェ
ス
タ
高
城

　

降
灰
で
灰
色
に
染
ま
っ
た
盆
地
に
春

の
訪
れ
を
告
げ
る
さ
く
ら
フ
ェ
ス
タ
高

城
が
３
月
27
日
、
観
音
池
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
家
族
連
れ
ら
が

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
地
場
産
品
を
楽

し
も
う
と
来
場
。
花
の
女
王
に
よ
る
花

の
苗
配
布
や
町
内
の
小
中
学
生
に
よ
る

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
人

た
ち
の
復
興
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
抽
選
会
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
ス
ケ
ッ
チ
大
会
に
参
加
し
た

安
藤
美み

怜さ
と

ち
ゃ
ん
（
三
股
町
）
は
「
家

族
と
さ
く
ら
、太
陽
が
上
手
に
か
け
た
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

響
き
わ
た
る
力
強
い
掛
け
声

東
霧
島
神
社
春
季
例
大
祭　

　

五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
春
季
例
大
祭

が
３
月
31
日
、
東
霧
島
神
社
（
高
崎
町
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
薩
摩
藩
の
時
代

か
ら
続
く
勇
敢
な
浜
下
り
。
今
年
の
当

番
と
な
っ
た
江
平
地
区
の
住
民
ら
が
島

津
家
久
公
か
ら
寄
進
さ
れ
た
み
こ
し
を

担
ぎ
、境
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。ま
た
、

同
会
場
内
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や

弓
道
大
会
、
太
鼓
の
披
露
な
ど
も
行
わ

れ
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。
友
達
と
訪
れ
て
い
た
ラ
ッ
ク
ラ

ン
・
ピ
ッ
ト
さ
ん
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

は
「
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
に
パ
ワ

ー
を
も
ら
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
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華
美
な
装
飾
に
と
ら
わ
れ
ず
、
普

段
の
生
活
の
中
に
こ
そ
見
い
だ

さ
れ
る
「
用よ
う

即そ
く

美び

」
を
テ
ー
マ
に
陶
芸

に
取
り
組
む
都
城
焼
窯
元
霧
島
工
房
。

そ
の
代
表
を
務
め
る
の
が
宇
都
野
晄
さ

ん
（
吉
之
元
町
・
66
歳
）
で
す
。

　

宇
都
野
さ
ん
は
、
昭
和
49
年
、
父
新

太
郎
さ
ん
が
郡
元
町
に
都
城
焼
の
窯
元

を
開
い
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
そ
れ
ま

で
勤
め
て
い
た
デ
パ
ー
ト
を
退
職
し
、

陶
芸
の
道
に
入
り
ま
し
た
。
新
太
郎
さ

ん
は
陶
芸
に
造
詣
が
深
く
、
豊
富
な
知

識
と
経
験
か
ら
粘
土
や
釉ゆ
う

薬や
く

を
研
究

し
、
都
城
焼
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

昭
和
53
年
に
新
太
郎
さ
ん
が
引
退
す

る
と
、
そ
の
後
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

「
陶
芸
で
何
か
地
域
に
貢
献
で
き
な
い

か
」
と
の
思
い
か
ら
敬
老
の
日
に
「
長

寿
湯
呑
み
」
を
贈
る
取
り
組
み
を
こ
の

時
か
ら
始
め
、
今
日
に
至
る
ま
で
続
け

て
い
ま
す
。

　

平
成
11
年
か
ら
は
現
在
の
吉
之
元
町

に
工
房
を
移
し
、
地
域
の
商
工
業
者
な

ど
と
協
力
し
て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開

催
す
る
な
ど
地
域
振
興
に
も
貢
献
。
ま

た
、
後
進
の
育
成
に
努
め
る
傍
ら
、
市

内
の
小
学
生
向
け
の
陶
芸
教
室
を
開
催

す
る
な
ど
陶
芸
の
普
及
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
功
績
が
認
め

ら
れ
今
年
３
月
、
優
秀
な
技
術
を
持
つ

工
芸
品
制
作
者
と
し
て
県
か
ら
「
み
や

ざ
き
の
匠
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
26
日
に
発
生
し
た
３
０
０

年
ぶ
り
と
も
い
わ
れ
る
新
燃
岳
の
大
噴

火
。
こ
の
歴
史
的
な
事
件
を
後
世
に
伝

え
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
火
山
灰
の
有

効
利
用
に
も
挑
戦
。
住
民
の
生
活
ば
か

り
か
、
観
光
産
業
ま
で
に
多
大
な
影
響

を
与
え
た
厄
介
者
は
、
宇
都
野
さ
ん
の

巧
み
な
技
で
、
そ
の
成
分
で
あ
る
鉄
分

が
ゴ
マ
状
の
模
様
と
な
り
、
味
わ
い
深

い
湯
呑
み
な
ど
の
商
品
に
活
用
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
と
こ
ろ
の
不
況
に
加
え
、
県
内

で
は
昨
年
か
ら
災
難
が
続
く
状
況
に

「
暗
い
話
題
ば
か
り
で
沈
み
が
ち
な
西

岳
地
区
を
少
し
で
も
明
る
く
し
た
い
」

と
、
決
意
も
新
た
に
今
日
も
ろ
く
ろ
と

向
き
合
い
ま
す
。

「
み
や
ざ
き
の
匠
」
に
選
ば
れ
た　

　
　

 

宇う

都つ

野の 

晄あ
き
ら

さ
ん
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「
も
う
や
ら
な
い
」
と
思
っ
て
、

大
学
卒
業
後
は
関
西
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
に
就
職
し
ま
し
た
。
実
業
団
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
仲
間
が

い
て
近
く
の
大
会
は
応
援
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。
見
て
い
る
と
、
一
生
懸

命
に
や
っ
て
い
る
姿
、
そ
れ
に
ガ
ッ

ツ
ポ
ー
ズ
。
み
ん
な
と
て
も
キ
ラ
キ

ラ
し
て
い
て
「
私
も
も
う
一
度
コ
ー

ト
に
立
ち
た
い
！
」
そ
う
思
っ
て
出

会
っ
た
の
が
『
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
』
や

る
か
ら
に
は
、
よ
り
上
を
目
指
し
た

い
と
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
状
は
大
会
参
加
に
必

要
な
経
費
は
全
て
実
費
。
仕
事
を
し

な
が
ら
の
週
末
プ
レ
イ
ヤ
ー
。
苦
し

い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
ご

指
導
を
頂
い
た
先
生
方
や
、
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
方
、
そ
し
て
今
で
も
応

「
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
胸
に
」

夏
尾
中
学
校
生
徒
会

　

私
た
ち
の
夏
尾
中
学
校
は
、
霧
島

山
を
仰
ぐ
場
所
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
創
立
50
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
自
然
あ
ふ
れ
る
学
校
で
、
全

校
生
徒
９
人
が
日
々
楽
し
い
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
特
徴
は
、
ふ
れ
あ
い
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
高
齢
者
宅
訪

問
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
交
流
を
深

め
た
り
、会
話
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
夏
尾
中
の
昨
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
、「
夢
に
向
か
っ
て
、
己
の
道

を
駆
け
抜
け
ろ
。
全
て
を
力
に
全
力

前
進
」
で
し
た
。
全
校
生
徒
で
意
見

を
出
し
合
っ
て
作
っ
た
こ
の
ス
ロ
ー

援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
に

プ
レ
ー
を
み
て
い
た
だ
き
、
恩
返
し

し
た
い
思
い
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

た
だ
夢
を
追
い
か
け
る
だ
け
で
は

追
い
つ
か
な
い
。
夢
に
は
賞
味
期
限

が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
来
年
を
決
め

る
年
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
今
年

6
月
3
日
〜
5
日
に
行
わ
れ
ま
す
Ｊ

Ｂ
Ｖ
ジ
ャ
パ
ン
ツ
ア
ー
霧
島
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
に
都
城
の
皆
様
が
応
援
に
来

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
試
合
出
場
権

を
取
得
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

沢
山
の
方
に
勇
気
、
元
気
、
感
動

を
与
え
ら
れ
る
様
こ
れ
か
ら
も
努
力

し
て
行
き
ま
す
。

　

過
去
を
活
か
し
て
、未
来
の
為
に
、

今
を
生
き
る
。

ガ
ン
に
は
、
自
分
の
弱
い
と
こ
ろ
を

克
服
し
、
壁
を
乗
り
越
え
る
力
を
つ

け
、
自
信
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
こ
と
で
、

全
校
生
徒
が
気
持
ち
を
切
り
替
え
、

自
分
の
夢
を
見
つ
け
そ
れ
に
向
か
っ

て
努
力
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

昨
年
、
12
月
に
新
生
徒
会
役
員
に

代
わ
り
、
旧
生
徒
会
役
員
の
よ
う
に

ま
だ
十
分
に
で
き
な
い
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、
今
年
度
も
新
た
に
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
全
校
生
徒
の
気
持
ち

を
一
つ
に
し
、
先
輩
方
が
築
き
上
げ

た
伝
統
を
受
け
継
い
で
、
よ
り
よ
い

学
校
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◎学校のシンボル
「運動場から見える霧島山」
私たちは、毎日霧島山に見守られながら学校生
活を送っています。霧島山は四季折々の姿をみ
せてくれます。

【今出来ること、今しか出来ないこと】
徳丸　信代さん

夏尾中学校
夏尾町6673番地　☎33-1600

◎プロフィル
昭和57年6月23日山之口町生まれ。
宮崎日本大学高等学校→鹿屋体育大学→就職
→2008年ビーチバレーを始める。
「Athleteyell」所属

徳
とく

丸
まる

　信
のぶ

代
よ

15 Miyakonojo City Public Relations 2011.5



暮らしの情報
平
成
23
年
度

都
城
市
職
員
採
用
試
験

●
区
分

①
一
般
行
政
職
（
大
卒
・
高
卒
程
度
）

②
消
防
吏
員
（
大
卒
・
高
卒
程
度
）

●
１
次
試
験
日
（
予
定
）　

９
月
18
日
㈰

※ 

採
用
職
種
・
試
験
会
場
な
ど
詳
し
い
試

験
案
内
は
、
７
月
15
日
発
行
の
暮
ら
し

の
情
報
に
掲
載
し
ま
す

　

職
員
課　

☎
23

－

２
１
１
９

市
営
墓
地
の
利
用
者
募
集

●
墓
地
名　

東
墓
地
・
西
墓
地
・
南
墓
地
・

北
墓
地
・
川
東
墓
地

※
い
ず
れ
も
若
干
区
画

●
申
込
期
間　

６
月
７
日
㈫
〜
15
日
㈬

※ 

使
用
区
画
は
申
込
人
数
に
関
わ
ら
ず
、

後
日
抽
選
会
を
行
い
決
定
し
ま
す

●
応
募
条
件

①
都
城
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

②
市
営
墓
地
を
使
用
し
て
い
な
い
人

③ 

使
用
許
可
後
３
年
以
内
に
墓
碑
な
ど
の

建
立
が
で
き
る
人

④ 

墓
地
使
用
料
（
区
画
面
積
で
異
な
り
ま

す
）
を
一
括
納
入
で
き
る
人

⑤
１
世
帯
１
区
画
の
み

※ 

区
画
決
定
後
、
１
週
間
以
内
に
使
用
許

可
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

随
時
受
け
付
け
中
の
墓
地
も

あ
り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。
直
接
、
環
境
政
策
課
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
印
鑑
不
要
）

☎
23

－

２
１
３
０

ふ
れ
あ
い
農
園
利
用
者

●
場
所　

山
田
町
一
堂
ヶ
丘
公
園
内

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
農
園

●
料
金　

１
区
画
20
平
方
㍍
に
つ
き

　
　
　
　

年
３
、０
０
０
円

　

く
え
び
こ
山
田　

　
　
　

☎
64

－
３
４
５
５

高
崎
町
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭

●
日
時　

６
月
５
日
㈰　

９
時
〜

※
小
雨
決
行

●
場
所　

高
崎
小
学
校
南
側
水
田

●
種
目　

４
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

●
そ
の
他　

高
校
生
以
下
に
つ
い
て
は
保

護
者
の
承
諾
が
必
要

　

同
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
・
Fax 

62

－

４
４
４
８

　
　
（
平
日
９
時
〜
16
時
）

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク

火
山
防
災
・
復
興
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
日
時　

５
月
13
日
㈮   

13
時
30
分
〜

●
場
所　

小
林
市
文
化
会
館

●
内
容　

火
山
噴
火
予
知
連
絡
会
会
長
の

藤
井
敏
嗣
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

　

経
営
戦
略
課　

☎
23

－

２
１
１
５

鳥
獣
被
害
防
止
講
演
会（
無
料
）

　

宮
崎
県
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
井
上
雅
央
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、鳥
獣
被
害
（
サ
ル
、イ
ノ
シ
シ
、シ
カ
）

防
止
の
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
31
日
㈫　

14
時
〜
16
時

●
場
所　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

農
産
園
芸
課　

☎
23

－

２
４
２
５

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
コ
ー
ラ
ス
】

●
日
時　

５
月
19
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

歌
う
会

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

健
康
教
室

●
日
時　

５
月
18
日
㈬　

15
時
〜
16
時　

●
場
所　

三
州
病
院

　
　
　
　

３
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
室

●
内
容　

こ
こ
ろ
の
健
康

●
定
員　

50
人
（
要
申
し
込
み
）

　

三
州
病
院　

☎
22

－

０
２
３
０
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

都
城
市
市
民
大
学
講
座

●
日
程
・
内
容
・
講
師
（
敬
称
略
）

７
／
５
㈫
お
江
の
時
代
と
島
津
氏

志
學
館
大
学
人
間
関
係
学
部

教
授　

原
口　

泉

７
／
12 

㈫
ゲ
ン
キ
実
感
・
め
ぐ
み
体
験

都
城
盆
地
博
覧
会
（
ボ
ン
パ
ク
）　

都
城
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

佐
土
原　

太
志

７
／
19 

㈫
弥
陀
に
つ
つ
ま
れ
て

錦
織
寺
別
院
住
職　

大
竹　

淳
心

７
／
26 

㈫
都
城
市
の
取
り
組
み

都
城
市
長　

長
峯　

誠

７
／
31  

㈰
野
外
研
修

８
／
９ 

㈫
次
世
代
を
育
て
る
教
育
に
つ
い
て

（
私
見
）

宮
崎
大
学
名
誉
教
授　

住
吉　

昭
信

８
／
23 

㈫
私
と
俳
句　

都
城
の
俳
壇
史

Ｆ
Ｍ
宮
崎
元
社
長　

神
野　

安
治

８
／
30 

㈫
話
そ
う
。
大
切
な
人
と
。

臓
器
移
植
に
つ
い
て
考
え
よ
う

県
腎
臓
バ
ン
ク
臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー　

福
島　

さ
ゆ
り

９
／
６
㈫
夢
☆
未
来
へ
・
星
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

た
ち
ば
な
天
文
台

台
長　

蓑
部　

樹
生

９
／
13 

㈫
人
と
み
ど
り
の
豊
か
な
関
係
を
支

え
る
「
造
園
」
の
世
界

南
九
州
大
学
環
境
園
芸
学
部

教
授　

関
西　

剛
康

９
／
20 

㈫
生
活
習
慣
病
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム

「
予
防
と
対
策
を
中
心
に
」

都
城
市
郡
医
師
会
病
院

副
院
長　

中
津
留　

邦
展

９
／
27 

㈫
出
会
い

株
式
会
社
響　

代
表
取
締
役
社
長　

岩
切　

邦
光

※ 

７
月
26
日
㈫
は
公
開
講
座
で
す
。
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
７
月
31
日
㈰
の
野

外
研
修
は
希
望
者
の
み
で
す
。
７
月
12

日
㈫
に
案
内
し
ま
す

●
時
間 　

19
時
〜
20
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
大
集
会
室

●
定
員　

２
０
０
人
（
申
込
順
）

●
受
付
期
間　

７
月
１
日
㈮
ま
で　

※
事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
費
用　

２
、０
０
０
円

※
第
１
回
講
座
時
に
会
場
受
付
に
て
納
入

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

き
ら
り
体
験
教
室

　

５
人
以
上
で
開
催
。
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
。冷
暖
房
使
用
料
は
別
途
必
要
。

【
卓
球
】

●
日
時　

６
月
４
日
㈯
〜
25
日
㈯
の
毎
週

土
曜
日　

10
時
〜
11
時
30
分　

全
４
回

●
場
所　

都
城
卓
球
セ
ン
タ
ー（
都
島
町
）

●
費
用　

２
、０
０
０
円　

　

５
月
24
日
㈫
ま
で
に
き
ら
り
ネ
ッ

ト
都
城　

☎
23

－

４
０
８
０

運
動
の
苦
手
な
子
ど
も
集
ま
れ
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
運
動
教
室（
前
期
）

　

運
動
が
苦
手
な
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

が
、
一
緒
に
運
動
を
楽
し
む
チ
ャ
レ
ン
ジ

運
動
教
室
（
前
期
）
を
開
催
し
ま
す
。
必

ず
、
保
護
者
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

幼
児
の
部
（
５
歳
〜
６
歳
）、

小
学
生
の
部
（
１
・
２
年
生
）

●
日
時　

５
月
28
日
㈯
〜
７
月
30
日
㈯
の

土
曜
日
（
８
回
程
度
）

幼
児
の
部　

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

小
学
生
の
部　

10
時
45
分
〜
12
時

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
定
員　

幼
児
の
部
、
小
学
生
の
部
と
も

15
組　

※
先
着
順

●
費
用　

６
０
０
円（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
代
）

　

５
月
16
日
㈪
ま
で
に
往
復
は
が
き

に
、
参
加
す
る
子
ど
も
の
氏
名
・
年
齢
・

通
っ
て
い
る
小
学
校
名
ま
た
は
幼
稚
園
・ 

保
育
園
名
、
参
加
す
る
保
護
者
の
氏
名
・

年
齢
・
住
所
・
常
に
連
絡
が
と
れ
る
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
南
九
州
大
学
人
間
発

達
学
部「
子
ど
も
教
育
学
科
」宮
内
孝（
〒

885

－

０
０
３
５ 　

立
野
町
３
７
６
４

－

１
）
☎
21

－

２
１
１
１

※ 

子
ど
も
１
人
に
つ
き
、
１
枚
の
は
が
き

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

http://w
w
w
.nankyudai.ac.jp/index.htm

l

玉
掛
け
技
能
講
習

●
日
時　

５
月
26
日
㈭
〜
29
日
㈰

●
場
所　

総
合
福
祉
会
館
（
学
科
）

　
　
　
　

㈱
ブ
ン
リ
高
木
工
場
（
実
技
）

●
対
象　

18
歳
以
上

●
定
員　

80
人

●
受
講
料　

２
万
５
、０
０
０
円

（
免
除
者
は
、
２
万
３
、０
０
０
円
）

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
、６
０
０
円

　

宮
崎
労
働
基
準
協
会
都
城
支
部

　
　
　

☎
24

－

５
６
０
３
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暮らしの情報
市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

５
月
20
日
㈮　

14
時
〜

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

　
　
　
　

教
育
研
修
棟
（
祝
吉
町
）

●
内
容　

高
血
圧
に
つ
い
て
、
塩
分
を
控

え
た
食
品
選
び

●
定
員　

先
着
80 

人
（
申
し
込
み
不
要
）

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
地
域
医
療

連
携
室　

☎
23

－

４
１
１
１

健
康
教
室

か
く
し
ゃ
く
１
０
０
歳（
無
料
）

　

い
つ
ま
で
も
心
身
と
も
に
元
気
で
、
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
楽
し
く
体
を
動
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
募
集
団
体　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65

歳
以
上
で
構
成
す
る
15
人
以
上
の
団
体

で
、
毎
週
１
回
の
計
10
回
実
施
で
き
る
団

体●
募
集
団
体
数　

15
団
体　

※
先
着
順

●
内
容　

介
護
予
防
体
操
の
実
技
（
１
回

当
た
り
１
時
間
30
分
程
度
）

●
そ
の
他　

申
し
込
み
後
、
日
程
、
場
所

に
つ
い
て
は
調
整
し
ま
す

　

７
月
29
日
㈮
ま
で
に
介
護
保
険
課

　
　
　

☎
23

－

３
１
８
４

モ
ン
ゴ
ル
語
講
座（
入
門
・
初
級
編
）

●
期
間　

６
月
１
日
㈬
〜
９
月
14
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日
（
８
月
３
日
㈬
は
休
み
）　

全
15
回

●
時
間

入
門
編　

19
時
〜
20
時

初
級
編　

20
時
10
分
〜
21
時
10
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

●
対
象　

入
門
編　

モ
ン
ゴ
ル
語
を
勉
強
し
た
こ
と

の
な
い
人
で
、
モ
ン
ゴ
ル
お
よ
び
モ
ン
ゴ

ル
語
に
興
味
の
あ
る
人

初
級
編　

モ
ン
ゴ
ル
語
を
学
習
し
た
こ
と

が
あ
る
人
で
、
モ
ン
ゴ
ル
お
よ
び
モ
ン
ゴ

ル
語
に
興
味
が
あ
る
人
、
キ
リ
ル
文
字
を

知
っ
て
い
る
人

●
定
員　

各
コ
ー
ス
３
〜
15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
受
講
料　

３
、５
０
０
円
（
都
城
国
際

交
流
協
会
会
員
は
３
、０
０
０
円
）
テ
キ

ス
ト
代
含
む

※
前
納
一
括
制

●
講
師　

バ
ヤ
ン
バ
ト
・
ム
ン
フ
バ
ヤ
ル

　
　
　
　
（
市
国
際
交
流
員
）

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
都
城
国
際
交
流
協
会
事
務
局

☎
23

－

２
２
９
５　

Fax 

23

－

３
２
２
３

m
ia@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

無
料
公
正
証
書
遺
言
等
相
談

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
の
た
め
予
約
が
必

要
で
す
。

●
日
時　

５
月
16
日
㈪
〜
19
日
㈭

　
　
　
　

９
時
〜
17
時（
昼
休
み
を
除
く
）

●
場
所　

都
城
公
証
役
場
（
前
田
町
）

●
内
容　

相
続
、
遺
言
、
任
意
後
見
契
約
、

尊
厳
死
宣
言
、
賃
貸
借
契
約
、
金
銭
貸
借

契
約
、
離
婚
給
付
契
約
な
ど
の
公
正
証
書

作
成
に
関
す
る
相
談

　

都
城
公
証
役
場　

☎
22

－

１
８
０
４

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
無
料
）

　

精
神
科
の
病
気
、
心
の
健
康
に
関
す
る

問
題
や
不
眠
、
抑
う
つ
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
、
薬
物
問
題
、
そ
の
ほ
か
の
依
存
に
つ

い
て
精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

●
日
時　

５
月
19
日
㈭　

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

都
城
保
健
所　
　

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す　
　
　
　
　

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

女
性
の
悩
み
ご
と
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン・く
す
の
き

　

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
で
は
、

女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
電
話

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）
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女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

５
月
17
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

５
月
24
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

　

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

　

受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

５
月
26
日
㈭

　
　
　
　
（
受
付
）
13
時
30
分
〜
14
時

●
場
所　

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

１
カ
月
〜
１
歳
未
満

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

消
費
生
活
相
談

　

多
重
債
務
や
悪
質
商
法
な
ど
、
消
費
生

活
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

５
月
20
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

５
月
は
軽
自
動
車
税
の
納
期
で
す

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
登
録

の
あ
る
軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
農
耕
車
、

小
型
特
殊
車
な
ど
の
所
有
者
ま
た
は
使
用

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

５
月
31
日
㈫
ま
で
に
、
近
く
の
金
融
機

関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
（
納

税
通
知
書
裏
面
に
記
載
）
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。

　

５
月
20
日
㈮
を
過
ぎ
て
も
納
税
通
知
書

が
届
か
な
い
場
合
は
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
軽
自
動
車
税
の
月
割
課
税
は
、
昭

和
56
年
度
に
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

割
戻
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
税
課　

☎
23

－

２
１
２
３

　
　

各
総
合
支
所
財
務
課

指
定
ご
み
袋
の
統
一
に
つ
い
て

　

現
在
の
指
定
ご
み
袋
は
、
合
併
前
の
旧

市
、
旧
４
町
の
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
23
年
度
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
在

庫
が
な
く
な
り
次
第
、
順
次
統
一
し
た
も

の
に
変
わ
り
ま
す
。
た
だ
し
、旧
市
の「
燃

や
せ
な
い
ご
み
」
袋
は
そ
の
ま
ま
と
し
ま

す
。

　

価
格
、
容
量
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
現
在
の
指
定
ご
み
袋
も
こ
れ
ま
で

ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。

　

環
境
政
策
課　

☎
23

－

２
１
３
０

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
対
象　

20
歳
以
上
の
偶
数
年
（
和
暦
）

生
ま
れ
の
女
性

●
日
時
・
場
所

５
月
24
日
㈫
（
午
前
）
小
松
原
地
区
公
民
館

（
午
後
）
中
郷
地
区
公
民
館

５
月
25
日
㈬
（
午
前
）
祝
吉
地
区
公
民
館

（
午
後
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　
（
午
前
）
９
時
〜
10
時

（
午
後
）
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

●
定
員　

各
１
５
０
人

●
検
診
料　

８
０
０
円

※ 

70
歳
以
上
の
人
は
保
険
証
、
生
活
保
護

世
帯
に
属
す
る
人
は
証
明
書
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
都
城
市
各

種
検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知
書
（
申

請
用
紙
は
健
康
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

に
あ
り
ま
す
）
を
提
示
す
れ
ば
検
診
料

が
免
除
さ
れ
ま
す

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５
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暮らしの情報
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事
予
定

●
施
設
名
・
日
時
・
行
事
名

都
城
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22-

１
６
５
９

５
月
17
日
㈫　

10
時
〜　

絵
本
講
座
「
絵
本
で
育
つ
子
ど
も
の
心
」

５
月
23
日
㈪　

10
時
〜　

と
ん
と
ん
ク
ラ
ブ
「
親
子
で
お
や
つ
作
り
」

６
月
６
日
㈪　

10
時
〜　

ふ
た
ご
の
会
「
ぴ
ー
な
っ
つ
」

※ 

双
子
・
三
つ
子
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
親

子
の
交
流
会
で
す

６
月
13
日
㈪　

10
時
〜　
「
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
」

※
２
歳
以
上
の
親
子
の
交
流
の
場
で
す

山
之
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
57-

３
２
９
８

５
月
10
日
㈫　

10
時
30
分
〜　
「
散
歩
の
日
」

支
援
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
お
散
歩
し
ま
し
ょ
う
！

５
月
27
日
㈮　

10
時
30
分
〜　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
花
て
ま
り
」
慰
問

※
現
地
集
合
、
現
地
解
散
に
な
り
ま
す

５
月
30
日
㈪　

10
時
〜　

な
か
よ
し
広
場
・
す
く
す
く
教
室　

※ 

１
歳
以
上
児
を
対
象
と
し
た
保
健
師
さ
ん
に

よ
る
身
体
測
定
で
す　

山
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
64-

３
１
７
１

５
月
16
日
㈪　

10
時
〜

親
子
教
室
「
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
の
話
」

５
月
25
日
㈬　

10
時
〜　

誕
生
会
「
４
・
５
月
生
ま
れ
」

６
月
８
日
㈬　

10
時
15
分
〜　

救
急
法

６
月
15
日
㈬　

10
時
〜　

山
田
中
央
保
育
園
で

の
保
育
参
加
・
離
乳
食
体
験

※ 

ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
各
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ご
存
じ
で
す
か
行
政
相
談
委
員

　

行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
、
無
報
酬
で
、
国
な
ど
が
行
っ
て
い

る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

住
民
か
ら
受
け
、
問
題
解
決
の
促
進
を
図

る
住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
で
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
な
ど
の
仕

事
に
つ
い
て
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
、
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
、

相
談
し
て
み
た
が
、
説
明
や
対
応
な
ど
に

納
得
が
い
か
な
い
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、行
政
相
談
委
員
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
年
４
月
、
次
の
６
人
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

【
再
任
】

　

石
﨑
陽
一
さ
ん
（
上
川
東
一
丁
目
）

　

☎
23

－

５
４
９
２

　

中
原
香
津
子
さ
ん
（
山
之
口
町
）

　

☎
57

－

３
９
８
２

　

大
浦
義
澄
さ
ん
（
高
城
町
）

　

☎
58

－

３
９
３
９

　

岩
﨑
清
久
さ
ん
（
高
崎
町
）

　

事
務
所　

☎
62

－

５
１
１
８

　

自
宅　

☎
62

－

５
１
０
１

【
新
任
】

　

長
倉
重
久
さ
ん
（
鷹
尾
三
丁
目
）

　

☎
24

－

７
０
９
８

　

萩
原
篤
友
さ
ん
（
山
田
町
）

　

☎
64

－
１
７
１
１

　

な
お
、
比
嘉
仁
子
さ
ん
（
金
田
町
）、

津
曲
文
隆
さ
ん
（
山
田
町
）
は
、
平
成
23

年
３
月
末
を
も
っ
て
退
任
し
ま
し
た
。

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

　
　

宮
崎
行
政
評
価
事
務
所

　
　

☎
０
９
８
５

－

24

－

３
３
７
０

合
同
金
婚
式

　

市
で
は
、合
同
金
婚
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
該
当
す
る
夫
婦
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象

①
昭
和
35
年
４
月
１
日
〜
36
年
３
月
31
日

ま
で
に
結
婚
し
た
市
内
在
住
の
夫
婦

②
結
婚
後
51
年
以
上
経
過
し
、
今
ま
で
に

市
（
合
併
前
も
含
む
）
の
主
催
す
る
金

婚
の
お
祝
い
を
受
け
て
い
な
い
夫
婦

　

５
月
27
日
㈮
ま
で
に
各
地
区
の
民

生
委
員
ま
た
は

福
祉
課　

☎
23

－

３
１
０
２

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　

１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

●
日
程
・
場
所

５
月
17
日
㈫
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
地
下
１
階
）

５
月
18
日
㈬

５
月
24
日
㈫
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　

13
時
〜
13
時
30
分

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４
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２
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

●
日
程
・
場
所

５
月
20
日
㈮
高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

５
月
27
日
㈮
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
地
下
１
階
）

●
受
付
時
間　

13
時
〜
13
時
30
分

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、５
月
８
日
の「
世

界
赤
十
字
デ
ー
」
に
合
わ
せ
、
毎
年
５
月

を
赤
十
字
運
動
月
間
と
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
赤

十
字
活
動
へ
の
協
力
と
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
国
際
活
動
や
災

害
救
護
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
日
本
赤
十
字
社
宮
崎
県
支
部
都
城
市

地
区
で
は
、
福
祉
課
と
各
総
合
支
所
健
康

福
祉
課
に
事
務
局
を
置
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
災
害
時
の
被
災
者
救
援
活
動　

災
害
現

場
へ
の
医
師
や
看
護
師
、
救
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
派
遣
、
救
援
物
資
の
配
布
や
被
災

者
へ
の
炊
き
出
し
、
心
身
の
ケ
ア
や
避
難

所
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

住
宅
火
災
の
被
災
者
に
、
市
職
員
が
毛
布

な
ど
の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す

●
献
血
（
血
液
事
業
）　

輸
血
の
必
要
な

人
へ
新
鮮
で
健
全
な
血
液
を
提
供
す
る
た

め
、
市
内
各
地
で
献
血
車
に
よ
る
献
血
の

お
願
い
を
行
っ
て
い
ま
す

●
赤
十
字
奉
仕
団
の
育
成　

福
祉
施
設
や

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
と
の
交
流
、
救
急

法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
）
普
及
の
講
習
会
、

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
を
使
っ
て
被
災
状
況
確
認

や
、
救
援
活
動
へ
の
迅
速
な
情
報
提
供
な

ど
を
行
う
赤
十
字
奉
仕
団
の
育
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
都
城
市
地
区
で
は
４

つ
の
赤
十
字
奉
仕
団
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

●
募
金
や
義
援
金
の
受
付　

災
害
に
よ
る

国
内
・
国
外
の
被
災
者
へ
の
直
接
的
な
医

療
救
援
活
動
や
、
物
資
の
提
供
な
ど
の
資

金
と
し
て
、
募
金
や
義
援
金
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

　
　

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、

皆
さ
ん
の
人
権
を
守
る
た
め
に
、
地
域
の

中
で
人
権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵
害
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
見
守
る
と
と
も
に
、
人

権
相
談
へ
の
対
応
、
講
演
会
や
座
談
会
の

開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
積
極
的
に
人
権
を

守
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け

た
人
権
擁
護
委
員
23
人
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
人
権
に
つ
い
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
る

と
き
に
は
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局　

　
　

☎
22

－
０
４
９
０

●
都
城
市
の
人
権
擁
護
委
員

【
都
城
地
域
】

立
野　

勝
己
さ
ん　

☎
46

－

９
８
７
０

塩
月　

靖
子
さ
ん　

☎
24

－

１
３
４
４

鎌
田　

和
章
さ
ん　

☎
37

－

２
８
５
１

竹
之
下
英
浩
さ
ん　

☎
25

－

８
４
７
５

臼
杵
ひ
と
み
さ
ん　

☎
37

－

２
４
０
１

永
田　

光て
る
み
つ充

さ
ん　

☎
24

－

０
８
４
８

岩
佐　

禮れ
い

子こ

さ
ん　

☎
25

－

９
５
８
９

𠮷
田　

艶
子
さ
ん　

☎
39

－

４
４
０
２

小
野　

孝
一
さ
ん　

☎
22

－

３
７
８
８

【
山
之
口
地
域
】

前
田　

宣の
ぶ
ひ
ろ弘

さ
ん　

☎
57

－

３
７
０
０

川
添
智
惠
子
さ
ん　

☎
57

－

４
２
１
０

川
内　

邦
昭
さ
ん　

☎
57

－

３
４
０
９

【
高
城
地
域
】

松
田　

俊
夫
さ
ん　

☎
53

－

１
７
０
８

池
田　

洋
子
さ
ん　

☎
58

－

２
５
３
２

新に
い

穗ほ

む
つ
子
さ
ん　

☎
58

－

６
０
２
５

田
ノ
上　

哲
さ
ん　

☎
59

－

９
８
５
８

【
山
田
地
域
】

花
房　

憲
正
さ
ん　

☎
64

－

２
８
２
９

野
口
み
つ
子
さ
ん　

☎
64

－

２
５
３
０

福
森　

利
明
さ
ん　

☎
64

－

２
７
５
２

【
高
崎
地
域
】

椎
屋　

妙み
ょ
う

子こ

さ
ん　

☎
62

－

０
３
９
１

坂
元　

義
文
さ
ん　

☎
62

－

１
６
１
３

仮
屋
由
紀
子
さ
ん　

☎
62

－

４
８
５
８

萬ま
ん
と
く德

雄
一
郎
さ
ん　

☎
62

－

２
０
１
５
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暮らしの情報
毎
月
10
・
20 
・ 

30
日
は

「
都
城
地
域
一
斉
消
毒
の
日
」

　

昨
年
４
月
に
発
生
し
た
口
蹄
疫
に
よ

り
、
本
県
で
は
約
29
万
頭
に
及
ぶ
家
畜

を
処
分
す
る
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。都
城
地
域
で
は
、今
後
二
度

と
こ
の
よ
う
な
被
害
を
出
さ
な
い
た
め
、

毎
月
10
・
20 

・ 

30
日
を
「
都
城
地
域
一

斉
消
毒
の
日｣

と
定
め
ま
し
た
。
畜
産

農
家
の
皆
さ
ん
は
、
毎
月
10
・
20 

・ 

30

日
は
農
場
消
毒
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

① 

農
場
境
界
で
車
両
が
出
入
り
す
る
場

所
に
消
石
灰
を
散
布
し
ま
し
ょ
う

② 

畜
舎
入
口
に
踏
み
込
み
槽
を
設
置

し
、
こ
ま
め
に
消
毒
薬
を
補
充
し
ま

し
ょ
う

③ 

畜
舎
内
に
消
毒
薬
を
噴
霧
・
散
布
し

ま
し
ょ
う

④ 

畜
舎
周
囲
の
除
草
や
草
刈
り
な
ど
を

行
い
、
畜
舎
の
清
掃
な
ど
を
含
め
た

環
境
の
整
備
に
努
め
ま
し
ょ
う

⑤ 

消
毒
の
日
に
限
ら
ず
、
飼
料
運
搬
な

ど
の
車
両
は
農
場
に
入
る
前
に
消
毒

を
徹
底
し
て
行
い
ま
し
ょ
う

⑥ 

異
常
が
見
ら
れ
る
家
畜
を
発
見
し
た

ら
、
す
ぐ
に
獣
医
師
ま
た
は
都
城
家

畜
保
健
衛
生
所
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う

　

畜
産
課　

☎
23

－

２
７
６
９

市
営
住
宅
入
居
申
込
説
明
会

　

６
月
の
定
期
募
集
に
入
居
を
希
望
す

る
人
を
対
象
に
、
市
営
住
宅
の
概
要
や

申
込
方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
16
日
㈪　

14
時
〜
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
大
集
会
室

●
対
象
者　

市
営
住
宅
へ
の
入
居
を
希

望
し
、
次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
人

●
入
居
条
件

① 

都
城
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
生
活
し

て
い
る
こ
と

※ 

抽
選
に
参
加
で
き
る
の
は
、
市
内
に

３
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人

② 
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が
い
る
こ
と

※ 
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
、

生
活
保
護
受
給
者
な
ど
の
条
件
を
満

た
せ
ば
単
身
入
居
で
き
る
住
宅
も
あ

り
ま
す

③ 

政
令
月
収
が
15
万
８
、０
０
０
円
以

下
で
あ
る
こ
と
（
政
令
月
収
と
は
、

世
帯
の
年
間
総
所
得
か
ら
扶
養
控
除

な
ど
を
差
し
引
い
た
総
額
に
基
づ
い

た
平
均
月
収
）

④ 

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
こ
と

※ 

持
ち
家
の
あ
る
人
は
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん

⑤
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

　

建
築
課　

☎
23

－

３
１
０
５

今
月
は
、
Ｊ
Ｒ
三
大
車

窓
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

る
え
び
の
市
の
「
矢
岳

高
原
」を
紹
介
し
ま
す
。

霧
島
山
や
田
園
風
景
が

一
望
で
き
ま
す
。

　経営戦略課
　　☎23-2115

矢
岳
高
原

　

え
び
の
市
の
北
西
部
か
ら
熊
本
県

人
吉
市
に
か
け
て
広
が
る
矢
岳
山
付

近
の
高
原
を
矢
岳
高
原
と
い
い
ま

す
。

　

今
か
ら
約
34
万
年
前
、
え
び
の
市

や
湧
水
町
を
含
む
地
域
で
大
規
模
な

噴
火
が
発
生
し
ま
し
た
。
周
辺
は
、

大
量
の
火
砕
流
が
蓄
積
し
、
加
久
藤

カ
ル
デ
ラ
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
矢

岳
高
原
も
加
久
藤
カ
ル
デ
ラ
の
外
輪

山
と
し
て
そ
の
時
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
矢
岳
高
原
の
北
部
の
傾
斜
は
、

緩
や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
加
久

藤
盆
地
側
は
急
な
崖
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
昔
は
、
え
び
の
・
人

吉
間
は
交
通
の
難
所
だ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

矢
岳
高
原
か
ら
の
展
望
は
す
ば
ら

し
く
、
肥
薩
線
の
列
車
の
窓
か
ら
見

る
景
観
が
日
本
三
大
車
窓
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
る
ほ
ど
で
す
。
晴
れ
た
日

に
は
、
霧
島
の
山
々
を
一
望
す
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
冬
に
は
、
気
象

条
件
が
整
え
ば
目
の
前
に
広
が
る
真

っ
白
な
雲
海
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

矢
岳
高
原
の
展
望
台
に
は
、「
雨

の
知
ら
せ
か
霧
島
山
に
雲
が
ま
た
来

て
ま
た
か
か
る
」
と
野
口
雨
情
が
矢

岳
高
原
を
訪
れ
た
時
に
霧
島
山
の
展

望
を
歌
っ
た
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。

矢岳高原からの風景

雲海

ジオパークジオパーク
発掘探検隊発掘探検隊
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
５/22
㈰

柏村内科（内） 22-2616
久保原田中（内・小） 22-7700
あきづき医院（内・心内）36-0534
仮屋外科（外・胃・内・肛門） 25-7712
庄内医院（整・リハ） 37-0522
野田医院（産・婦） 24-8553
はまだ歯科医院 51-3777

５/29
㈰

野辺医院（内・胃） 22-0153
園田光正内科（内） 38-5115
たけしたこども医院（小）51-0005
福田クリニック（外・循・内） 46-1122
いき形成外科ひふ科（形・皮） 45-0020
小山田眼科（眼） 22-0710
永井歯科医院 22-1080

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-
5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認し
てください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局
５/22 ㈰ 調剤日研、すずかけ、しびた
５/29 ㈰ あい上町、みまたファミリー、トロン

みやざき医療ナビ

子
ど
も
を
育
て
る
体
験
活
動
実
施
団
体

　

子
ど
も
の
体
験
活
動
事
業
を
実
施
す

る
団
体
か
ら
の
補
助
金
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。

●
交
付
対
象
者　

地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
対
し
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
の
協
働

に
よ
り
、
ま
た
は
複
数
の
社
会
教
育
関

係
団
体
が
連
携
し
て
、
自
然
体
験
・
宿

泊
体
験
・
職
業
体
験
な
ど
の
体
験
活
動

事
業
を
実
施
す
る
、
市
内
の
小
学
校
区

以
上
を
単
位
と
し
た
地
域
の
団
体

●
補
助
金
額　

食
糧
費
を
除
い
た
対
象

経
費
の
３
分
の
１
以
内
と
し
、
20
万
円

を
限
度
。（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
応

募
状
況
に
よ
り
、
補
助
金
額
が
申
請
額

よ
り
下
回
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
申
請
期
限　

５
月
27
日
㈮
ま
で

　

生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
23

－

９
５
４
５

再
生
自
転
車・家
具
の
抽
選
販
売

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
家
具
や
自
転

車
を
再
生
し
、
希
望
者
に
抽
選
販
売
し

ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
ま
た
は
三
股
町
在
住

の
18
歳
以
上
の
人

●
抽
選
日　

５
月
29
日
㈰
14
時
か
ら
、

さ
い
せ
い
館
で
公
開
抽
選

※ 

当
選
し
た
人
は
受
付
で
代
金
を
支
払

い
、
各
自
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。
物

品
の
配
達
は
し
ま
せ
ん

●
応
募
方
法　

５
月
16
日
㈪
〜
29
日
㈰

の
12
時
ま
で
に
さ
い
せ
い
館
に
備
え
付

け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

応
募
箱
へ
。
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
応
募

は
家
具
、
自
転
車
、
１
人
各
１
点
ず
つ

※
火
曜
日
は
休
館

●
販
売
品
目　

タ
ン
ス
な
ど
の
家
具
類
、
自
転
車

　

さ
い
せ
い
館　

☎
36

－

３
９
０
０

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種（
無
料
）

　

国
が
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
４
月
１
日
か

ら
再
開
す
る
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
、市
で
も
４
月
１
日
か
ら
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
の
公
費
負
担
を
再
開

し
て
い
ま
す
。接
種
を
希
望
す
る
人
は
、

指
定
の
医
療
機
関
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

２
カ
月
〜
５
歳
未
満
の
市
民

●
接
種
場
所　

指
定
の
医
療
機
関

※
接
種
の
際
、
母
子
手
帳
を
持
参

●
効
果　

細
菌
性
髄
膜
炎
、
肺
炎
、
中

耳
炎
な
ど
の
感
染
症
の
予
防

●
注
意　

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
と
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
受
け
た

い
人
と
医
師
と
の
相
談
に
よ
っ
て
判
断

し
行
わ
れ
る
予
防
接
種
（
任
意
接
種
）

で
、
予
防
接
種
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る

予
防
接
種
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
接
種

し
た
こ
と
に
よ
り
重
と
く
な
健
康
被
害

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
予
防
接
種
法
に

基
づ
く
救
済
で
は
な
く
、
医
薬
品
副
作

用
被
害
救
済
制
度
で
の
救
済
に
な
り
ま

す　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

電
気
料
金
な
ど
の
特
別
措
置

　

九
州
電
力
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に

被
災
し
、
当
社
供
給
区
域
内
に
転
居
し

た
人
か
ら
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
電
気
料
金
の
早
収
期
間
や
支
払
期

限
の
延
長
な
ど
の
特
別
措
置
を
行
い
ま

す
。

　

九
州
電
力
都
城
営
業
所　

　
　

☎
０
１
２
０

－

９
８
６
７
０
５

都
城
市
患
者
等
搬
送
事
業
に
要

す
る
経
費
の
一
部
助
成

　

消
防
局
で
は
平
成
23
年
度
に
患
者
等

搬
送
事
業
の
拡
大
と
育
成
の
た
め
に
、

患
者
等
搬
送
事
業
所
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
管
内
で
事
業
所
を
開

設
し
て
患
者
等
搬
送
事
業
の
認
定
を
受

け
よ
う
と
す
る
事
業
所
、ま
た
は
現
在
、

患
者
な
ど
を
搬
送
す
る
事
業
を
行
っ
て

い
て
、
新
た
に
患
者
等
搬
送
事
業
の
認

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
所
が
該
当

し
ま
す
。

●
申
込
期
間　

５
月
16
日
㈪
〜
27
日
㈮

●
事
業
説
明
会　

５
月
30
日
㈪

●
場
所　

消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

　

消
防
局
警
防
課　

　
　
　

☎
22

－

８
８
８
３

お
わ
び
と
訂
正

　

４
月
15
日
発
行
の
暮
ら
し
の
情
報
の

２
ペ
ー
ジ
「
人
権
相
談
」
の
時
間
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
之
口
ふ
れ
あ
い
の
館
の
相
談
時
間

は
、
正
し
く
は
10
時
〜
15
時
で
す
。

23 Miyakonojo City Public Relations 2011.5



Q

都
城
島
津

都城市立図書館　●休館日／5月16日・23日・30日、6月2日・６日～16日 ●開館時間／9：30 ～18：50
　　　　　　　　　　　　※6月6日～16日までは蔵書点検整理のため休館
高城図書館　　　●休館日／5月17日・24日・31日、6月７日・14日 ●開館時間／9：30 ～18：00

図
書
館
だ
よ
り

都
城
市
立
図
書
館　

☎
22
-0
2
3
9

高
城
図
書
館　
　
　

☎
58
-4
2
2
4

◎
問
い
合
わ
せ

５
月
16
日→

６
月
15
日

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
精
神
分
析
」

斎
藤
環
（
著
）
筑
摩
書
房
（
発
行
）

近
年
、若
者
を
中
心
に
聞
か
れ
る
「
〜
キ
ャ
ラ
」

と
い
う
言
葉
。「
い
じ
ら
れ
キ
ャ
ラ
」「
毒
舌
キ

ャ
ラ
」
な
ど
、
数
々
の
キ
ャ
ラ
た
ち
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
「
キ
ャ
ラ
」
と
は
何

な
の
か
。
究
極
の
定
義
に
迫
り
ま
す
。

今
月
の
お
す
す
め
の
本

「
ト
キ
よ　

未
来
へ
は
ば
た
け
」

国
松
俊
英
（
著
）
く
も
ん
出
版
（
発
行
）

か
つ
て
日
本
中
に
生
息
し
て
い
た
「
ト
キ
」。
日

本
で
の
ト
キ
の
歴
史
と
、
ト
キ
を
絶
滅
か
ら
守
ろ

う
と
し
た
人
た
ち
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
な
が

ら
、野
生
復
帰
への
可
能
性
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

【
都
城
市
立
図
書
館
】
読
み
聞
か
せ
の
部
屋

お
話
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
５
月
26
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会　
●
６
月
４
日
㈯　

14
時
30
分
〜

　

内
容　
あ
か
り
の
花
（
中
国
ミ
ャ
オ
族
民
話
）

【
高
城
図
書
館
】

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会
（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
５
月
21
日
㈯　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

※
夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必
ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

●
５
月
28
日
㈯　

11
時
〜

ゆ
め
の
お
く
り
も
の　

読
み
聞
か
せ
会

●
６
月
11
日
㈯　

11
時
〜

児
童

一
般

QA A 選
挙
の
は
な
し 

1

　

皆
さ
ん
の
代
表
を
選
ぶ
選
挙
は
、
明
る

く
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
大
事

な
も
の
で
す
。
も
っ
と
、
選
挙
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
今
月
か
ら
シ
リ
ー

ズ
で
お
話
し
し
ま
す
。

　
　
「
選
挙
権
」
っ
て
何
？

　
　

投
票
す
る
権
利
の
こ
と
を「
選
挙
権
」

と
い
い
ま
す
。
日
本
で
は
20
歳
か
ら
選

挙
権
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
18

歳
か
ら
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
る
国
も
あ

り
ま
す
。

　
　
「
被
選
挙
権
」
っ
て
何
？

　
　

選
挙
に
立
候
補
で
き
る
権
利
の
こ
と

で
す
。
被
選
挙
権
は
、
選
挙
の
種
類
に

よ
っ
て
年
齢
が
違
い
ま
す
。

　

県
知
事
と
参
議
院
議
員
は
30
歳
以

上
、
そ
の
ほ
か
の
選
挙
は
25
歳
以
上
が

立
候
補
で
き
ま
す
。
知
事
や
議
員
は
皆

さ
ん
の
代
表
な
の
で
、
よ
り
豊
富
な
知

識
や
経
験
を
積
ん
だ
人
が
求
め
ら
れ
る

た
め
被
選
挙
権
の
年
齢
の
方
が
高
い
の

で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
23-

７
８
６
４

茶ち
ゃ

地じ

龍り
ゅ
う

文も
ん

陣じ
ん

羽ば

織お
り

　

陣
羽
織
と
は
、
近
世
以
来
、
武
士
が
戦

場
な
ど
で
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

の
上
に
羽
織
る
衣
裳
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
室
町
時
代
の
終
わ
り
ご

ろ
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
と
さ
れ
、
自
己
の

威
容
を
示
す
た
め
に
必
要
な
も
の
だ
っ
た

の
で
、
デ
ザ
イ
ン
や
仕
様
に
工
夫
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

都
城
島
津
家
に
伝
わ
っ
た
こ
の
陣
羽
織

は
、
江
戸
時
代
後
期
、
二
十
二
代
当
主
島

津
久ひ
さ

倫と
も

が
着
用
し
て
い
た
も
の
で
、
甲
冑

「
黒
漆
塗
本ほ
ん

小こ

札ざ
ね

紺こ
ん

糸い
と

威お
ど
し

二
枚
胴
具
足
」

に
付
属
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　

緑
が
か
っ
た
色
の
絹
布
地
の
背
中
部
分

に
は
、
銀
糸
で
華
麗
な
龍
の
文
様
が
刺
し

ゅ
う
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
袖
や
裏
地

に
は
、
紅
地
に
雲
龍
の
文
様
を
あ
し
ら
っ

た
「
金き
ん
ら
ん襴
」
と
い
わ
れ
る
織
物
を
使
用
す

る
な
ど
、
と
て
も
き
ら
び
や
か
な
仕
上
が

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
陣
羽
織
は
江
戸
期
の
工
芸
技
術
の

高
さ
を
今
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
四
万
石

を
領
し
た
都
城

島
津
家
当
主
の

衣
装
文
化
を
あ

ら
わ
す
貴
重
な

史
料
で
す
。
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国際交流員
のひとりごと
バヤンバト ムンフバヤルさん
（モンゴル）Vol.7

QUIZ
車社会 ― 都城

◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

■３月号クイズの結果【応募総数58通】
◎正解／①議員  ②キンカン（たまたま）  ③助産師

Vol.65

問　①地域を守る○○防災組織

答  
問　②まちの話題で紹介した「どんぐり1000年の森

植樹会」。今年の植樹場所は山之口町○○○国
有林

 

答  
問　③都城賛歌で紹介した「徳丸 信代さん」がプレー

する○○○バレー

答  
今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

ク イ ズ広報

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

読
者
か
ら
の
お
便
り

●
学
校
へ
行
こ
う
を
読
ん
で
、
母
校
の
沖

　

水
小
学
校
を
懐
か
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

私
も
子
ど
も
を
連
れ
て
、
遊
び
に
行
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
高
城
町　

か
ん
の
ん
さ
ん
）

 

●
ま
ち
の
話
題
「
難
コ
ー
ス
に
悪
戦
苦
闘
」
を

読
ん
で
、
年
配
の
人
た
ち
の
技
術
力
の
高
さ

と
体
力
に
、
日
頃
の
練
習
あ
っ
て
の
こ
と
だ

と
感
心
し
ま
し
た
。

（
小
林
市　

と
も
り
ん
さ
ん
）

 

●
２
月
末
で
退
職
し
ま
し
た
。
今
ま
で
仕
事
の

都
合
で
い
け
な
か
っ
た
週
末
の
イ
ベ
ン
ト

に
、
ど
ん
ど
ん
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
南
横
市
町　

Ｒ
・
Ｙ
さ
ん
）

 

●
都
城
に
住
ん
で
も
う
す
ぐ
５
年
。
今
年
は
火

山
灰
の
掃
除
で
大
変
で
す
が
、
こ
の
苦
難
を

乗
り
越
え
て
、
ま
た
住
み
よ
い
都
城
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
太
郎
坊
町　

Ｍ
さ
ん
）

 

●
新
燃
岳
噴
火
で
全
国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
義

援
金
や
支
援
物
資
は
本
当
に
助
か
り
ま
す
。

私
の
家
に
も
マ
ス
ク
が
届
き
、
大
変
感
謝
し

て
い
ま
す
。

（
今
町　

広
報
大
好
き
さ
ん
）

日本は「電車社会」だ。
東京で留学している時にはそう思っていまし
た。都城に来てみると、ここは違いました。電車
の本数が少なく、車がビュンビュン走っているで
はないですか。まさに、「車社会」だと言っても
過言ではないでしょう。
都城での徒歩中心の生活は、当初、確かに不便
さを感じていました。が、いいこともあります。
歩いているからこそ見える景色、感じることがた
くさんあります。虫や花の観察をしたければ迷惑
駐車をしなくても立ち止まれるし、子どもも自然
に刺激され、親子の会話が豊富になります。あの
かわいい路線バスにも乗れます。
一方、非常に怖くなる場面もあります。それは
信号機のない横断歩道。飛び出しでもしなければ
いつまでも止まってくれなさそうな車。車が近寄
ってくる時のスピード。ただ、一旦停止してくれ
た車の人に対しての歩行者のお辞儀は大好きで
す。私もいつの間にかお辞儀をするようになって
いました。日本の「譲り合う」という立派な文化
が大きく表れていると思います。



POST　CARD

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  NO.65  2011年5月号）

8 8 5 8 5 5 5お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
　番号と、わたしの一言や５月号を読んだ感想を書いて
　〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選
　で１人にプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　５月31日㈫　当日消印有効
◎発表　本紙７月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業所を募集してい
　ます。詳細については秘書広報課まで問い合わせください
◎３月号当選者　畑中みさ子さん（梅北町）

青井岳荘（山之口町）　☎57-2177
商品提供事業者

【とろみちゃん（じぇるクリームと石けん）セット】

読者プレゼント今月の

※5月16日～ 6月15日の日程
施設案内

PRESENT

□美術館（姫城町）☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
5月16日㈪～6月6日㈪までは展示替作業などのため休館
※5月21日、22日、28日、29日・6月4日、5日は住民票
　の交付はできません
◎収蔵作品展「タイムマシーン30年前の美術館」（６月７日～）

□都城歴史資料館（都島町）☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□都城島津邸（早鈴町）☎23-2116
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
　　　　「都城島津伝承館」一般210円
　　　　高校・大学生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□人形の館（山之口町）☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□山之口弥五郎どんの館（山之口町）☎57-3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□高城郷土資料館（高城町）☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□旧後藤家商家交流資料館（高城町）☎58-6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□たちばな天文台（高崎町）☎62-4936
開館時間　9：30～17：00
　　　　　㊎㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　5月19日㈭

青井岳温泉水配合の新
商品。豊かな泡立ちが
特徴で、赤ちゃんから
お肌のデリケートな人
まで安心して使えます。



都城市現住人口  ※国勢調査に基づく推計人口です
平成23年4月1日現在 （前月比）

世 帯 数 69,752世帯 （ － ）
人口総数 168,488人　 （ － ）

※平成22年国勢調査速報値に基づく推計人口です。速報値では男女別人口
が公表されていないため、推計人口による男女別人口は記載していません

インフォメーション

編集後記

先月、誕生日を迎え今年が30代最後の年。年々、
衰えていく体を鍛えようと、体力作りのために

自転車通勤を始めることにしました。いつも車で通っ
ている道も景色が違って見え、普段では見ることのな
い草花にも視線がいきます。そんな視線の先には、必
ず食べ物に関するお店が…(笑)。新緑のまぶしい季節
に、肌で風を感じ楽しみながら体力作りとダイエット
に頑張りたいと思います。（真）

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch、アナログ5ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
　④20：50 ～　⑤22：50 ～

ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内
市の提供番組紹介

今月の表紙
大空に希望を乗せて舞う
色とりどりのこいのぼり

　都城の季節の風物詩となっ
ている庄内川のこいのぼり。
荘内商工会青年部が毎年この
時期に子どもの健やかな成長
を願って設置しています。今
年は、東日本大震災の復興を願い「みんなの笑顔の
ためにがんばろう日本」と書かれた旗も掲揚。訪れ
た人たちに勇気と希望を与えていました。

ドラマをつくる会

みんなのアイデアと笑顔で、オリジナルの朗読ドラマを作ります。
脚本アシスタント、インタビュアー、カメラマン、朗読手、広報
部…さまざまな形で公演に参加するメンバーを募集します。
●脚本作り／５月14日㈯　開始
●朗読講座／６月11日㈯　開始
●公 演 日／８月20日㈯
参加部門により日程や料金（資料代など）が変わり
ますので、詳しくはホームページで確認するか直接、
問い合わせください
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

SSmilemile miyakonjoSmile
スマイル

miyakonjo
み や こ ん じ ょ

参加者募集

『ほっとかふぇ』
　歌声喫茶

みんなで声を合わせて

で

●日　時／ 5月20日㈮　19時～21時
●場　所／ウエルネス交流プラザ・ほっとカフェ
●料　金／ 1,800円（歌詞カード・飲み物・お菓子付）
●定　員／ 25人（事前の予約が必要）
●出　演／南九州大学　黒木哲德さん・西村純子さん
◎問い合わせ　ボンパク予約センター　☎46-5253

昔懐かしい歌声喫茶が交流プラザによみがえります。

イベントカレンダー （5月16日～6月15日）
※〔　〕内は場所、 は問い合わせ先

５
月
14日㈯、21日㈯、22日㈰
父の日の絵付け教室〔竹楽館〕　※要予約
竹楽館　☎58-6150

6
月
3日㈮～5日㈰　9：00～19：00
※5日㈰は9：00～17：00
手づくり村 in 山之口〔あじさい公園〕
かづらの会　☎57-2074（木村）

3日㈮～5日㈰
ビーチバレーＪＢＶツアー２０１１
〔霧島ファクトリーガーデン〕
霧島ファクトリーガーデン　☎21-8111

4日㈯　13：30～
お田植え祭〔東霧島神社〕
東霧島神社　☎62-1713

12日㈰　8：00～
都城ぼんち市〔東中町通り〕
都城商工会議所　☎23-0001
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